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佐世保市歌 

                           作詞 辻 井 一 郎 

校定 吉 田 絃二郎 

作曲 堀 内 敬 三 

 

１．みどりの山に 囲まれて    七つの洋に 展けゆく 

      波をしずめの この港     集まる商船も 日にしげく  

      ほまれの歴史 享けつぎて  栄えいやます わが佐世保 

  

２．八重の潮路に かすみたる  九十九島の 島島に 

      松のこかげの 綾なして   平和のすがた かもめ飛ぶ 

      ほまれの歴史 享けつぎて  栄えいやます わが佐世保 

                                       

３．その名もゆかし 烏帽子の  嶺の朝日と 競いつつ 

      世界に伸びる 産業の    資源の山に いのち湧く 

      ほまれの歴史 享けつぎて  栄えいやます わが佐世保 

市 民 憲 章 
 

美しい西海の自然、悠久
ゆうきゅう

の歴史、豊かな風土・文化に恵まれた私たち佐世保市民は、

世界に開かれたまちの住民として進取
しんしゅ

の心を持ち、平和と郷土の限りない発展を願って、

この憲章を守ることを誇りとします。 

１ 私たちは、力を合わせ、絆を大切にし明るい家庭と豊かな郷土をつくりましょう。 

１ 私たちは、力を合わせ、人に親切にし感謝の心を育てましょう。 

１ 私たちは、力を合わせ、美しい海や山を守り住みよい環境をつくりましょう。 

１ 私たちは、力を合わせ、お年寄りを敬い子どもを健やかに育てましょう。 

１ 私たちは、力を合わせ、安全で安心なまちをつくりましょう。 

 

昭和 48 年 1 月 15 日制定  

平成 25 年 4 月 1 日改定  

 



 

 

徳育推進のまちづくり宣言 
 

一人ひとりが豊かな心を持ち、互いに絆を深

めあい、明るく住みよいまちになることは私た

ちの願いです。 

私たちは、 

「とどけよう明るい笑顔 伝えよう感謝の心」 

を合言葉に、全ての佐世保市民が、 

「感謝と思いやりの心を持ち、自分を律し、勇

気を持って社会や他人のために何かできる人」

となることを目指します。 

ここに佐世保市は、「徳育推進のまちづくり」

を宣言します。 

平成２４年４月１日 

佐世保市 

 

ひ と 



佐世保市教育方針 

      

  新 しい時代を生き抜くためのたくましさと豊かな 

心をはぐくむとともに、郷土佐世保を愛し、国家及 

び国際社会に貢献する市民を育成する。 

そのため、学校 ・家庭 ・地域社会が一体となり学 

びの社会の実現をめざし、人としての尊厳及び責務 

を重んじた教育の推進に努める。 

 

 

努  力  目  標 

１ 確かな学力と豊かな心を育成する特色のある学校づくり 

の推進 

１ 望ましい教育環境の整備・充実 

１ 郷土愛をはぐくむ自然愛護と環境教育の推進 

１ 心豊かな社会をつくる生涯学習の推進 

１ 明るい社会をつくる人権教育の推進 

１ 伝統・文化の継承及び発展と国際理解の推進 

１ 健康で活力にみちた生涯スポーツ活動の推進  
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佐世保市人権教育・啓発基本計画 

 

１ 基本計画の概要 

（１）計画策定の趣旨 

国は、日本国憲法第１１条において、「この憲法

が国民に保障する基本的人権は、侵すことのでき

ない永久の権利として、現在及び将来の国民に与

へられる。」とし、さらに同法第１４条第１項にお

いては、「すべて国民は、法の下に平等であって、

人種、信条、性別、社会的身分又は門地により、

政治的、経済的又は社会的関係において、差別さ

れない。」と定めた。 

本市は、この日本国憲法で保障された「基本的

人権」と「法の下の平等」に基づき、これまで市

民一人ひとりの基本的人権が尊重され、心豊かで

温もりのある社会の実現をめざし、２００１年（平

成１３年）３月に「人権教育のための国連１０年

佐世保市行動計画」を策定し、各種人権施策の推

進に努めてきた。 

しかしながら、いまなお、同和問題をはじめ、

女性、子ども、高齢者、障がい者、外国人などに

対する人権問題が生じている。 

このような状況の中、「佐世保市人権教育・啓発

基本計画」（２０１５年（平成２７年）３月改訂）

は、佐世保市人権教育・啓発推進懇話会の開催や

パブリックコメントなどにより市民の方々の提

言・意見を取り入れるとともに、上記の行動計画

の検証を基にした成果や課題を踏まえ、新たな課

題への対応を推進していくために策定したもので

ある。 

（２）計画の期間 

 この計画期間は、２０１５年度（平成２７年度）

からとし、社会状況の変化及び進捗状況の点検や

評価などにより、必要に応じて各種施策の見直し

を行う。 

 

２ 基本計画策定の背景 

本市は、２００１年（平成１３年）３月に、あ

らゆる差別の解消をめざし、人権教育を積極的に

実施する道しるべとして、「人権教育のための国連

１０年佐世保市行動計画」を策定した。 

この行動計画では、「一人ひとりの個性を尊重す

ること」、「人権尊重社会を実現する担い手は、社

会を構成するあらゆる人々である」という認識に

立ち、国、県、市、各種団体や企業等との連携を

図り、学校、地域、職場などあらゆる場とあらゆ 

る機会を通して人権教育を推進してきた。 

 さらに、２００８年（平成２０年）３月には、

佐世保市総合計画（ひと・まち育む元気プラン）

を策定し、「人権が尊重される社会づくり」を目標

に、「人権に関する啓発・教育の推進」及び「学校

における人権教育の推進」を実践するため、積極

的に人権教育・啓発講座の開催、人権同和教育事

業などさまざまな人権教育・啓発事業を行ってき

た。 

しかしながら、いまだに人権侵害や差別・偏見

はなくなっておらず、社会の情報化や、国際化に

伴い、ソーシャル・ネットワーキング・サービス

（SNS）による差別的な書き込みや、外国人に対

する差別問題など新たな人権問題も発生している

のが現状である。 

本市は、このような新たな人権問題に対処する

ことや「人権教育及び人権啓発の推進に関する法

律」において、人権教育及び啓発に関する施策の

策定及び実施が、国・地方公共団体の責務とされ

ていることから「佐世保市人権教育・啓発基本計

画」（２０１５年（平成２７年）３月改訂）を策定

し、真に「人権が尊重される社会づくり」をめざ

して、全庁を挙げて人権・教育啓発に取り組んで

いく。 

 

３ 基本理念及び目標 

（１）基本理念 

人権（Human Rights）とは、人間の尊厳に基

づいて各人が持っている固有の権利であり、社会

を構成するすべての人々が個人としての生存と自

由を確保し、社会において幸福な生活を営むため

に侵すことのできない権利である。 

人権尊重の理念は、国の人権擁護推進審議会が

人権教育・啓発に関する答申において指摘してい

るように、「自分の人権のみならず他人の人権につ

いても正しく理解し、その権利の行使に伴う責任

を自覚して、人権を相互に尊重し合う人権共存の

考え方」と理解しなければならない。 

（２）目標 

 すべての市民が、相互に人権の意識及びその尊

重の重要性について、理性及び感性の両面から理

解を深めることが重要である。そこで、本市は市

民一人ひとりが人権の大切さを認識し、日常生活

の様々な場面で実践に結び付け、基本的人権の確

立を目的に、あらゆる機会を通して、効果的な方

法で人権教育・啓発を推進していくことを本計画

の目標とする。   
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市勢のあらまし 
 

 

         

 

佐  世  保  市  章 

（明治４４年１０月２０日制定） 

 

 九州の西端､長崎県の北西部に位置する佐世保市は、明治初

期までは大村湾口よりさらに深奥の村にすぎなかったが、明

治 19 年（1886 年）海軍鎮守府の設置が決定してから急速に

都市化が進み、明治 35 年（1902 年）4 月、村から一足とび

に市へ昇格した。 

 以来、軍港の拡充に伴い市勢も発展したが、明治の建設期

には電灯、水道布設、町名制実施などに幾多の問題があり、

激増する学童のための学校建設は市政の最大の問題であっ

た。 

 大正時代は、佐世保市政の整備期ともいうべきときで、よ

うやく産業都市としての発展策が立てられ、各種の産業施設

や会社、工場などの設立が盛んになり、まさに発展期にふさ

わしく市政多忙の時代であった。 

 昭和時代に入るや国家のすう勢のままに市勢の規模も大き

くなり、軍港都市として躍進し、昭和 17 年当時には 142.8 

k㎡の市域と 26万 6千人余の人口を数えるに至った。しかし、

昭和 20 年 6 月の空襲で市内中核部の約１万２千戸を焼失し、

さらに２カ月後の終戦時には 30 万を越すといわれた人口も

14 万余に半減した。 

 終戦直後の市政は、占領軍の軍政下において行われ、民主

主義体制のもとに新しい自治体への道を急ぎ、平和産業港湾

都市への転換を図った。 

 21 世紀の発展基盤を築き、さらなる躍進を期すとともに、

魅力あふれる西九州の中核都市を目指して、交通体系及び都

市機能・都市環境の整備を進めながら、ひと・まち育む“キ

ラっ都”佐世保 ～自然とともに市民の元気で輝くまち～ 

の実現に取り組んでいる。 

 

 位置 

東経 129°43′06″ 北緯 33°10′36″ 

 

面積・世帯数・人口  （平成 31 年 4 月 1 日現在） 

面 積 世帯数 
人   口 人口密 

度 男 女 計 

k ㎡ 

426.06 

 

105,034 

 

116,816 

 

130,087 

 

246,903 

 

579.50 
 

  

市域の変遷 

編入年月日 編 入 町 村 名 累計面積 

 

明35. 4. 1 

37. 3.31 

 

 37. 4. 1 

昭 2. 4. 1 

  13. 4. 1 

17. 5.27 

 

  29. 4. 1 

  30. 4. 1 

 

  33. 8. 1 

  63. 8.19 

 

63.10. 1 

平元. 3.24 

 

5. 1.18 

5. 6. 1 

 

6. 1.25 

 

8. 7.30 

9. 1.17 

11. 3. 5 

12. 1.14 

17. 4. 1 

18. 3.31 

18. 6.20 

 

20.10.10 

21. 1.16 

22. 3.31 

22. 7.16 

 

22.10.19 

23. 5.20 

24. 1.10 

24. 4. 5 

24.10. 3 

24.12.21 

25. 3.28 

26.10. 1 

 

 

旧佐世保市（市制施行） 

庵浦免の一部を北松浦郡

山口村へ分割 

日宇村の一部編入 

佐世村、日宇村編入 

相浦町編入 

早岐町、大野町、中里村、

皆瀬村編入 

柚木村、黒島村編入 

折尾瀬村、江上村、崎針尾

村編入 

宮村編入 

公有水面埋立てによる面

積増 

国土地理院・実測 

公有水面埋立てによる面

積増 

〃 

佐々町との境界修正によ

る面積減 

公有水面埋立てによる面

積増 

〃 

〃 

〃 

〃 

吉井町、世知原町編入合併 

宇久町、小佐々町編入合併 

公有水面埋立てによる面

積増 

〃 

〃 

江迎町、鹿町町編入合併 

公有水面埋立てによる面

積増 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

国土地理院・実測 

k ㎡ 

17.82 

16.92 

 

17.92 

52.03 

87.58 

139.24 

 

172.66 

233.34 

 

249.00 

250.47 

 

248.15 

248.16 

 

248.24 

248.23 

 

248.24 

 

248.28 

248.29 

248.30 

248.32 

307.54 

363.94 

364.00 

 

364.03 

364.04 

426.41 

426.47 

 

426.49 

426.49 

426.50 

426.58 

426.58 

426.59 

426.59 

426.06 
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１．教 育 行 政  

１．市教育の沿革 
 34. 7 

35. 4 

        4 

       10 

    36. 5 

       12 

 

    37. 4 

        5 

        6 

        7 

        8 

    38. 3 

    39. 4 

        4 

        4 

        8 

        9 

       10 

    40. 1 

    41. 2 

        2 

        4 

 

        4 

        4 

       11 

    42. 4 

        6 

        6 

    43. 4 

        4 

    7 

 

   44. 4 

        4 

        9 

       10 

    45. 3 

        4 

        4 

        7 

        8 

        9 

       12 
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佐世保市社会教育委員新設 

市立高等看護学院創立 

図書館新設開館 

教育長 岡 松雄任命 

佐世保市学校医会・学校歯科医会発足 

中央公民館庁舎竣工、教育委員会事務局、教育

研究所、教科書センターが同庁舎に移転 

新たに保健体育課設置 

市民会館開設 

佐世保市児童文化館開館 

市営干尽プール開場 

精神薄弱児通園施設市立竹辺学園開設 

岩下洞穴予備調査 

教育長 辻 光徳任命 

市立佐世保西高等学校創立 

早岐・相浦地区公民館設置 

第1次岩下洞穴発掘調査 

財団法人佐世保市育英会発足 

青少年センター設置 

東京学生寮を財団法人佐世保市育英会に移管 

東京学生寮を代々木に新設「求義塾」と命名 

市民会館結婚式場開設 

へき地校（浅子小･中、黒島小）に完全給食実

施 

佐世保市理科教育センター開設 

図書館早岐分館・相浦分館を開館 

佐世保市アルバカーキ市姉妹都市締結 

石岳動植物園の職場適応実務訓練始まる 

青少年センターを青少年教育センターに改称 

宮地町に青少年教育センター新庁舎落成 

針尾・江上中学校を統合して東明中学校創立 

庶務課を総務課に、保健体育課を体育課に変更 

佐世保市総合グラウンド（プール・庭球場）落

成 

佐世保市教育センター開設 

八幡小学校に「ことばの教室」開設 

長崎国体夏季大会開催 

長崎国体秋季大会開催 

第1次下本山岩陰発掘調査 

戸尾小学校に「ことばの教室」開設 

佐世保市文化財保護条例制定 

三川内地区公民館設置 

第1次泉福寺洞穴発掘調査 

日宇地区公民館設置 

三島山経塚発掘調査 

総合グラウンド内に陸上競技場完成 

精神薄弱者（児）福祉振興九州大会開催 

財団法人佐世保市体育振興会発足 

戸尾小学校に「きこえの教室」開設 
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学制公布 

佐世保小学校創立 

楠本端山、碩水兄弟私塾「鳳鳴書院」開設 

11カ村連合第十二高等小学校を早岐に創立 

教育令廃止。師範学校令・小学校令・中学校令・

諸学校通則公布 

私立佐世保工業高校夜学校創立（後の市立商業

高校） 

市立夜間中学校を県立佐世保中学校内に創立

（後の市立高校） 

国民学校令公布 

戦災 

国民学校は、旧軍施設等を借りて授業を開始 

文部省新教育方針配布 

６・３制実施・新制中学校発足 

市立図書館を清水中学校内に再開 

小・中・高校連合ＰＴＡ結成 

小学校ＰＴＡ連合会結成 

中学校育友会連絡協議会結成 

佐世保市公民館設置条例制定 

佐世保市教育研究所を清水中学校内に設置 

小学校(24校)完全給食開始 

佐世保市教育研究所を文化センター（稲荷町）

内へ移転 

市営陸上競技場落成 

教育委員選挙実施 

佐世保市教育委員会発足 

教育長 金谷林作 

教育委員会に庶務課、学校教育課、社会教育課

を設置 

佐世保市立理容学校創立 

市立学校保健会結成 

佐世保子供会連盟結成 

佐世保市産業文化館開館 

柚木･黒島両村の小･中学校佐世保市に編入 

市単独財源による奨学金貸付制度発足 

佐世保市中央公民館を消防署内に設置 

佐世保市中央公民館運営審議会発足 

折尾瀬、崎針尾､江上３村の小･中学校編入 

第１回市民体操と音楽の夕べ開催 

教育長 榮岩 弘任命 

学校給食物資共同購入委員会（後の学校給食

会）発足。共同献立による給食開始 

教育キャンプ村開設 

佐世保市体育指導委員を任命 

へき地派遣制度による派遣始まる 

宮村の小・中学校佐世保市に編入  
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        4 

    4 
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佐世保市市民体育祭開催 

テボ神墳発掘調査 

特殊教育推進地区研究発表大会開催 

佐世保市立西高等学校を県に移管 

佐世保市視聴覚ライブラリー開設 

光園小学校に「まどか教室」開設 

市民憲章制定 

青少年教育センターにスポーツ室増設 

児童文化館にプラネタリウム館完成 

針尾幼稚園開園 

第4次泉福寺洞穴発掘調査で豆粒文土器出土 

港小学校創立 

大野地区公民館開設 

江永古窯発掘調査 

重度心身障害者通院施設佐世保市立愛育園開

園 

宮地区公民館開設  

教育長 本田 一夫任命 

花高小学校創立 

三川内古窯群分布調査 

市立高校、市立商業高校、県立北高校（定時制）

を県立中央高校に統合 

市立高等看護学院を市立看護専門学校に改称 

針尾地区公民館開設 

精神薄弱者（15歳以上）福祉訓練所市立幸生園

開園 

精神薄弱者通園施設市立竹辺学園を閉鎖 

精神薄弱者通園施設市立杉の子園を閉設 

柚木地区公民館開設 

第1次佐世保市教育関係者訪中団派遣 

第1回森のつどい実施 

総合グラウンド内に多目的運動広場完成 

福石中学校ナイター設備完成 

総合グラウンド内に野球場完成 

東部住民センター開館（早岐地区公民館移転） 

泉福寺洞窟第1０次で終わる 

高島町宮の本遺跡発掘調査 

第２次佐世保教育関係者訪中団派遣 

多目的運動広場に夜間照明施設完成 

児童文化館に天体観測室を併設 

中里皆瀬地区公民館開設 

教育集会所開設 

教育長 本間 眞一任命 

大門洞穴発見 

米飯給食を一部の小学校で開始（４校 分校１

校） 

木場浮立資料館兼伝承研修所開所 

南地区公民館開設 

総合グラウンド内に体育館完成 
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    4 
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東部運動広場完成（針尾団地内） 

冒険の森開所 

中世山城分布調査 

新たに米飯給食を８校が実施 

総合グラウンド内にアーチェリー競技場完成 

早岐中学校ナイター設備完成 

江上地区公民館開設 

愛のテレホン設置 

早岐、相浦分館を地区公民館（図書室）として

移管 

新たに米飯給食を８校が実施 

葭の本窯跡発掘調査 

市民文化ホール開館 

野口雨情生誕100年記念開催 

体育文化館完成 

市営干尽プール廃止 

博物館島瀬美術センター開館 

中部地区公民館開設 

相浦文化センター体育館開館 

市民会館を教育委員会に移管（機構改革） 

新たに米飯給食を10校が実施 

西地区公民館開設 

泉福寺洞窟の発掘記録完成 

相浦西小学校・崎辺中学校創立 

新たに米飯給食を９校が実施 

九十九地区公民館開設 

春日小学校ナイター設備完成 

泉福寺洞窟史跡（記念物）として国指定を受け

る 

市立新生学園を「市立幸生園」に統合 

米飯給食週２回実施 

第１回児童文化館発表会開催 

北地区公民館開設 

温水プール完成 

日中書画交流展佐世保展開催 

八幡小学校に「幼児ことばの教室」新設 

佐世保市児童管弦楽団を創設 

黒島地区公民館開設 

長崎県スポーツフェスティバル佐世保大会フ

ァミリンピック88開催 

佐世保市児童管弦楽団第1回定期演奏会実施 

市総合病院内に戸尾小学校病弱学級開設 

大野地区公民館体育室開設 

米飯給食週２回に加え第３週のみ３回実施 

佐世保市小学校体育大会 

泉福寺洞窟用地取得 

市民会館結婚式場廃止 

米飯給食週３回実施 

県立武道館開館 

市営弓道場廃止 
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第 22 回九州地区少年補導センター連絡協議会

研究大会佐世保市で開催 

四反田遺跡発見、発掘調査（第一次） 

青少年教育センターを大黒町庁舎に移転 

市民会館集会室Ｄを増設 

市内小・中学校にパソコン設置 

オリエンテーリングコース常設設備完成 

早岐中学校を分離して広田中学校創立 

社会教育課庶務係を文化係に名称変更 

四反田遺跡発掘調査（第二次） 

民俗資料展示室閉鎖 

市内小・中学校にファクシミリ設置 

四反田遺跡発掘調査（第三次） 

学校適応指導教室開設 

教育長 榮岩 吉郎任命 

学校週５日制（月１回）実施 

市制 90 周年記念事業「日本文化 IN SASEBO」

開催 

文部省同和教育推進地域事業研究発表会開催 

南地区公民館体育室開設 

東部スポーツ広場完成 

黒髪小学校を分離して大塔小学校を創立 

御船小・琴平小学校を統合して金比良小学校を

創立 

新図書館開館 

花高地区体育室開設 

環境副読本「佐世保の海」発行 

泉福寺洞窟見学路整備 

学校週５日制（月２回）実施 

原子力船展示館廃止 

九州都市教育長協議会定期総会・研究大会開催 

武辺城跡発掘調査（第一次） 

中里皆瀬地区公民館体育室開設 

いじめ相談専用電話設置 

図書館 金曜日夜間開館本格実施 

広田地区公民館開設 

社会教育文化係を教育文化係に名称変更 

図書館図書係を図書第一係と図書第二係に変

更し、２係制実施 

佐世保市うつわ歴史館開館 

武辺城跡発掘調査（第二次） 

教育長 鹿児山 勝巳任命 

北部ふれあいスポーツ広場完成 

柚木地区公民館体育室開設 

長葉山窯跡発掘調査（第一次） 

黒島天主堂重要文化財指定答申 

総合グラウンド内にウォータースライダー新

設 

黒島天主堂重要文化財指定 
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長葉山窯跡発掘調査（第二次） 

井手平城跡発掘調査 

宮地区公民館体育室開設 

青少年教育センターを平瀬町庁舎に移転 

従来の体育課、体育施設課を統合してスポーツ

振興課を設置 

教育長 山﨑 政之任命 

平戸藩御用窯跡発掘調査（第一次） 

戸尾小・光園小学校を統合して祇園小学校を創

立 

相浦中学校を分離して日野中学校を創立 

全国高校総体推進課を設置 

八幡小学校に「きこえの教室」開設 

花高小学校に「ことばの教室」開設 

金比良小学校に「病院内病弱学級」開設 

教育長 鶴﨑 耕一任命 

市制 100 周年プレイベント「第 40 回ＮＨＫ杯

体操競技会」開催 

平戸藩御用窯跡発掘調査（第二次） 

学校完全週5日制実施 

黒髪小学校に「まどか教室」開設 

特色ある学校づくり推進事業の実施 

館外サービス「ブックスタート事業」開始 

いじめ相談専用電話（やまびこ電話）学校教育

課から青少年教育センターへ移設 

全天候型陸上競技場完成 

菰田洞穴発掘調査 

里美分校を柚木小学校へ統合 

幼児教育センター開設 

いじめ相談専用電話（やまびこ電話）「愛のテ

レホン」に一本化 

全国高校総体「長崎ゆめ総体」開催 

九州地区市町村文化財保存整備協議会総会開

催 

淀姫神社のヤモード祭りが県指定無形民俗文

化財に指定 

「ふるさと佐世保のあゆみ」発刊 

小佐世保・日宇・愛宕幼稚園廃止 

八幡小・保立小学校を統合して清水小学校を創

立（「きこえとことばの教室」は清水小学校に

て継続） 

「市史編さん事業」が教育委員会に移管 

山澄地区公民館開設 

針尾城（小鯛城）発掘調査 

歴史教育副読本「ふるさと歴史めぐり」発刊 

総合グラウンド・アーチェリー競技場全面改修 

市立冒険の森閉所 

吉井・世知原町の小・中学校佐世保市に編入 

清水中学校に「ゆたか教室」を開設 
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吉井地区生涯学習センター（地区公民館）開設 

世知原地区生涯学習センター（地区公民館）開

設 

「ながさきおはなしフェスティバルinさせぼ」

を県の主催で開催 

おはなし会1100回記念行事開催 

洞穴遺跡総合調査 

図書館インターネット予約サービス開始 

宇久・小佐々町の小・中学校佐世保市に編入 

洞穴遺跡総合調査報告書「佐世保の洞穴遺跡」 

刊行 

宇久地区生涯学習センター（地区公民館）開設 

小佐々地区生涯学習センター（地区公民館）開

設 

総合グラウンド庭球場スタンド新設 

歴史教育副読本「ふるさと歴史めぐり」第２版

刊行 

皆瀬小学校に「まどか教室」を開設 

学校２学期制実施 

市史編さん資料データベースシステム公開 

福井洞窟、直谷岩陰確認調査 

赤ちゃん向けおはなし会「いない いない ば

ぁ」開始 

清水小学校新校舎へ移設完了 

大宮姫神社本殿、下本山岩陰県文化財に指定 

｢福井洞窟範囲確認調査報告書｣刊行 

福井洞窟、直谷岩陰、福井窯跡確認調査 

おはなし会1200回記念行事開催 

「市内遺跡発掘調査報告書」刊行 

歴史教育副読本「ふるさと歴史めぐり」第３版

刊行 

佐世保市放課後子どもプラン策定 

機構改革により子ども未来部立上げ 

佐世保市幼児教育センター及び佐世保市立幼

稚園の補助執行開始 

江上地区公民館体育室開設 

県立海洋スポーツ基地カヤックセンター開場 

三川内中学校・光海中学校・野崎中学校におい

て、中学校給食を開始 

佐世保市教育委員会の自己点検及び評価実施

愛宕地区公民館開設 

教育長 永元 太郎任命 

佐世保市教育振興基本計画を策定 

「市内遺跡発掘調査報告書」刊行 

「福井洞窟範囲確認調査報告書（２）」刊行 

国体準備室の立ち上げ 

相浦小学校に「ことばの教室」を開設 

子どもの読書活動優秀実践図書館 文部科学

大臣表彰 
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宇久地区小中高一貫教育課程特例校の開始 

幼児向けおはなし会「とことことこ」開始 

佐世保市立学校給食実施方針を策定 

児童生徒理解支援システム運用開始 

おはなし会1300回記念行事開催 

読書大好き佐世保っ子プラン２１を策定 

江迎・鹿町町の小・中学校佐世保市に編入 

江迎地区生涯学習センター（地区公民館）開設 

鹿町地区生涯学習センター（地区公民館）開設 

歴史教育副読本「ふるさと歴史めぐり」第４版

刊行 

「市内遺跡発掘調査報告書」刊行 

「佐世保の洞窟遺跡Ⅱ」刊行 

体育協会との合併に伴い、㈶体育振興会を㈶体

育協会に名称変更 

猪調小学校に「ことばの教室」開設 

江上支所裏（大刀洗）遺跡発掘調査 

「平戸藩御用鯉御囲池」市有形文化財指定 

保幼小連携協議会の立ち上げ 

図書館読み語りボランティア「おはなしたから

ばこ」結成 

長崎国体「市準備委員会設立発起人会」開催 

児童文化館閉館 

教育委員会事務局に総合教育センター課設置 

総合教育センター開設（少年科学館、清水地区

公民館開設） 

教育センターを総合教育センター内に移転 

長崎国体「市準備委員会」設立 

「佐世保市黒島の文化的景観」国重要文化的景

観の選定申出を行う 

「佐世保市黒島の文化的景観保存調査報告書」

刊行 

「市内遺跡発掘調査報告書」刊行 

「改訂佐世保市小字地図」刊行 

移動図書館車「はまゆう号」買い替え 

東京学生寮「求義塾」廃止 

国体準備室を廃止し、市長部局（国体推進室）

へ業務移管 

創立  

江上支所裏（大刀洗）遺跡発掘調査 

「旧日本海軍針尾送信所学術調査報告書」刊行 

「体育指導委員」から「スポーツ推進委員」へ

名称変更 

「佐世保市黒島の文化的景観」国重要文化的景

観に選定 

「旧佐世保無線電信所（針尾送信所）施設」国

重要文化財答申 

おはなし会1400回記念行事開催 
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図書館 木曜日夜間開館本格実施 

図書館第2駐車場拡張整備 

「浄漸寺木造薬師如来坐像」市有形文化財指定 

福井洞窟発掘調査着手 

歴史教育副読本「ふるさと歴史めぐり」第5版

刊行 

山手小学校烏帽子分校廃校（山手小学校へ統合） 

御橋運動場廃止 

徳育推進のまちづくり宣言 

佐世保市児童管弦楽団の運営を公益財団法人

佐世保地域文化事業財団へ移管（アルカスＳＡ

ＳＥＢＯジュニアオーケストラの設立） 

市中体会に小値賀町、佐々町参加 

「徳育推進のまちづくり宣言」碑除幕式開催 

「生涯学習のまちづくり推進計画」の策定 

地区生涯学習センター廃止 

公民館政策課設置 

図書館一般室にアメリカンシェルフオープン 

針尾地区公民館体育室開設 

福井洞窟発掘調査現地説明会 

「保幼小連携接続カリキュラム」作成 

崎辺地区公民館開設 

「旧佐世保無線電信所（針尾送信所）施設」 

重要文化財指定 

福井洞窟発掘作業終了 

「大刀洗遺跡調査報告書」刊行 

「佐世保軍水道初設水道施設等調査報告書」 

刊行 

文化財ガイド「佐世保の文化財を探る」刊行 

総合グラウンド庭球場全面改修 

徳育ロゴマークの決定 

学校保健課設置 

「福井洞窟成果速報」刊行 

福井洞窟発掘成果日本考古学協会発表 

全国高等学校総合体育大会（空手道競技）開催 

佐世保市学校給食センター開設 

宇久松原遺跡 県史跡指定 

福井洞窟発掘調査成果報告会・速報展 

東漸寺木造薬師如来立像 市有形文化財指定 

屋内・屋外遊び場情報誌「おでかけ」発行 

おはなし会1500回記念行事開催 

中央公民館（常盤北）供用開始 

早岐地区公民館図書室移転 

江迎本陣の螺鈿細工「枕水舎」附由来書一通 

県有形文化財指定 

東部スポーツ広場体育館供用開始 

黒島小学校と黒島中学校を黒島小中学校とし

併設校を開設 

いじめ防止対策推進委員会発足 
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第 62回日本ＰＴＡ全国研究大会長崎大会開催 

第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体） 

開催（正式競技8競技、デモンストレーション

2行事） 

第 14 回全国障害者スポーツ大会（長崎がんば

らんば大会）開催（正式競技2競技） 

平戸菊花飾細工技術（技術保持者：中里一郎）、

捻り細工技術（技術保持者：今村 均）市無形

文化財指定 

世界文化遺産候補として政府により「長崎の教

会群とキリスト教関連遺産」をユネスコへ推薦 

中央公民館グランドオープン 

図書館新館開館20周年記念講演会開催 

図書館システム及びホームページリニューア

ル 

「読書大好き佐世保っ子プラン(第二次）」策定 

「平戸領地方八竒勝（平戸八景）」重要文化財

（名勝）指定 

特別展「伝えるチカラ～修復された仏像」開催 

佐世保市生涯学習情報サイト「まな Viva!させ

ぼ」開設 

日宇地区公民館体育室開設 

図書館 雑誌スポンサー制度開始 

佐世保市近代化遺産写真集「近代佐世保130年

の軌跡」刊行 

全国近代化遺産活用連絡協議会総会・フォーラ

ム開催 

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」のイコ

モス現地調査 

発掘された洞窟遺跡2015 

特別展示「人骨展～岩下洞穴・下本山岩陰」開

催 

発掘された洞窟遺跡2015特別企画「岩下洞穴・

下本山岩陰の再整理報告会」開催 

佐世保市民文化ホール改修工事完了 

旧佐世保無線電信所(針尾送信所)施設駐車場

開設 

保育所・幼稚園等の要録統一 

世界文化遺産候補「長崎の教会群とキリスト教

関連遺産」の国内推薦取下げ 

図書館おはなし会1600回記念開催 

佐世保軍水道第二次拡張施設（山ノ田水源地）

調査報告書刊行 

史跡福井洞窟発掘調査報告書刊行 

「保幼小連携の取り組み」リーフレット作成 

神浦小学校廃校（宇久小学校へ統合） 

野崎中学校廃校（愛宕中学校へ統合） 

五島神楽国無形民俗文化財指定 

教育長 西本 眞也任命 
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佐世保市民文化ホール（旧海軍佐世保鎮守府凱

旋記念館）再開館 

受益者負担の適正化に伴う条例改正（公立公民

館における社会教育目的使用の有料化など） 

「鎮守府 横須賀・呉・佐世保・舞鶴」「日本磁

器のふるさと肥前・三川内焼」が日本遺産認定 

第1回図書館まつり 開催 

第1回ビブリオバトル 開催 

佐世保市郷土研究所50周年記念講演開催 

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」を世界

文化遺産国内推薦候補に選定 

「平戸領地方八奇勝」調査報告書刊行 

史跡福井洞窟史跡整備工事着工 

東漸寺木像不動明王立像市有形文化財指定 

発掘された洞窟遺跡2016 

特別展示「旧石器展〜西北九州の洞窟と遺跡

〜」開催 

九州旧石器文化研究会第42回佐世保大会開催 

発掘された洞窟遺跡2016 

特別企画「ここまでわかった福井洞窟，史跡福

井洞窟の発掘と整備報告会」開催 

旧佐世保無線電信所（針尾送信所）施設門衛所

（案内所兼トイレ）完成 

世界文化遺産候補として政府により「長崎と天

草地方の潜伏キリシタン関連遺産（旧長崎の教

会群とキリスト教関連遺産）」をユネスコへ再

推薦 

佐世保市近代化遺産写真集vol.2「佐世保の近

代建築」刊行 

英語で交わるまち SASEBBO 推進フォーラム開

催 

佐世保市民会館閉館 

庵浦小学校廃校（船越小学校へ統合） 

俵浦小学校廃校（船越小学校へ統合） 

公立幼稚園５園（三川内、針尾、中里、世知原、

小佐々）閉園 

広田小学校・広田中学校に小中一貫教育導入 

金比良小学校・光海中学校に小中一貫教育導入 

小佐々小学校・楠栖小学校・小佐々中学校に小

中一貫教育導入 

小佐々小学校・楠栖小学校・小佐々中学校をコ

ミュニティ・スクールに指定 

白南風小学校舎内に「幼児まどか教室」開設 

公立幼稚園（白南風、天神）に預かり保育導入

図書館祝日開館開始・夜間開館拡大 

図書館中2階「市民ギャラリー展示会」として

市民等の作品展示開始 

「英語で交わるまち SASEBO プロジェクト」第

1回キックオフミーティング開催 
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「英語で交わるまちSASEBOプロジェクト」第2

回キックオフミーティング開催 

「第 1回佐世保市『図書館を使った調べる学習

コンクール』」作品募集開始及び『調べる学習講

座』開催 

「愛のテレホン」「愛のメール」を「青少年教育

センター相談電話・相談メール」と改称 

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」

イコモス現地調査 

「英語で交わるまちSASEBOプロジェクト」英語

で交わるバスツアーの実施 

「ビブリオバトル2017inSASEBO」を長崎国際大

学と共催 

「親子読書の集いin佐世保」を県が主催 

大野地区公民館駐車場拡張整備 

地域未来塾開設(モデル地区 光海中、金比良小） 

「英語で交わるまちSASEBOプロジェクト」情報

発信用facebook「Sasebo E Channel」開設 

旧佐世保無線電信所(針尾送信所)施設1号塔 

及び3号塔園路開設 

中里皆瀬地区公民館駐車場拡張整備 

「英語で交わるまち SASEBO プロジェクト」

Sasebo Expo 2018実施 

「吉井のシシウチ行事」国選択無形民俗文化財

に選択 

「早岐瀬戸遺跡第3次・第6次調査」調査報告

書刊行 

三川内焼染付技術（技術保持者：中里勝歳） 

県無形文化財指定 

木原刷毛目（技術保持者：横石嘉佶） 

県無形文化財指定 

「英語で交わるまちSASEBOプロジェクト」 

国際交流大運動会実施 

図書館おはなし会1700回記念開催 

公民館政策課廃止 

社会教育課教育文化係廃止 

義務教育学校を導入 

黒島小学校及び黒島中学校を黒島小中学校へ 

浅子小学校及び浅子中学校を浅子小中学校へ 

社会教育課公民館管理係設置 

文化財課設置 

文化関連事業の市長部局への事務移管 

島瀬美術センター及び教育文化振興基金助成 

事業（文化関連）の補助執行開始 

世知原地区公民館移転 

佐世保市民文化ホール（旧海軍佐世保鎮守府凱

旋記念館）の管理運営を企画部文化振興課へ移

管 

相浦地区公民館移転 

 

8



 

 

平成30. 5 

 

5 

 

6 

  

7 

 

7 

 

9 

10 

   

    11 

   

11  

12 

12 

 

31.2 

 

2  

2 

 

3  

 

3 

3 

3 

3    

4 

4 

4 

  

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」

イコモス勧告 

「英語で交わるまちSASEBOプロジェクト」 

第2回Sasebo Expo 2018実施 

日本遺産「鎮守府・佐世保」「日本磁器のふる

さと肥前・三川内焼」映像資料の一般公開開始 

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」 

世界文化遺産登録 

「英語で交わるまちSASEBOプロジェクト」 

ハーフタイムミーティング開催 

「世界遺産一覧表記載認定書」が国から伝達 

「英語で交わるまちSASEBOプロジェクト」 

第2回国際交流大運動会実施 

「英語で交わるまちSASEBOプロジェクト」 

第3回Sasebo Expo 2018実施 

「西海橋」国登録有形文化財に登録 

世界遺産登録記念式典開催 

吉井地区公民館等・福井洞窟ガイダンス施設

（仮称）建設工事着工 

社会教育委員によるモデル事業「社会教育フォ

ーラム」を大野地区自治協議会と実施 

重要文化財黒島天主堂耐震対策工事着工 

西海橋国登録有形文化財登録記念「登録プレー

ト除幕式・地域活性化シンポジウム」開催 

世界遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関

連遺産・黒島の集落」に登録銘板設置 

福井洞窟史跡整備工事完了 

「鬼塚古墳」調査報告書刊行 

江上地区公民館エレベーター設置 

保育所・幼稚園等の要録改訂 

新しい学校推進室設置 

県メディア安全指導員派遣業務の市窓口開設 

相浦中学校に「ゆたか教室」を開設 
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２．教育長及び教育委員 

  

教 育 長 

西 本  眞 也 

教育長職務代理者 

中 島  正 大 

   

委  員 

深 町  な お 

委  員 

合 田  優 子 

委  員 

内 海  和 憲 

  

 

 

                                (平成３1．４．１)   

 
職 名   氏  名 年齢 就任年月日 

教 育 長 西 本 眞 也 62 平成 28. 4. 1  

職務代理者 中 島 正 大 62 平成 30.12.23 

委 員 深 町 な お 62 平成 23.12.23 

委 員 合 田 優 子 46 平成 24.12.22 

委 員 内 海 和 憲 68 平成 25.12.23 
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図 書 第 一 係 施設の維持管理、広報・刊行物の保管、講座室・会議室等の企画運用、
ネットワーク関係、図書館協議会、移動図書館による図書の貸出等

図 書 館

早岐、相浦、日宇、三川内（うつわ歴史館）、大野、宮、針尾、柚木、中里皆瀬、南、
江上、中部、西、九十九、北、黒島、広田、山澄、愛宕、吉井、世知原、宇久、小佐々、
江迎、鹿町、清水、崎辺

ス ポ ー ツ 振 興 課 スポーツ振興係

文化財の調査研究・保護管理・普及啓発、文化財審査委員会の会議、文
化財関係団体の支援、文化財展示施設の管理

教 育 セ ン タ ー 教育の研究調査、教育関係職員の研修、教育資料の収集・刊行及び活
用、教育相談、各種教科書・図書及び資料の整備・閲覧場所の提供

 10名(内嘱託3名)

 37名(内嘱託6名・パート19名) 図 書 第 二 係 一般室・児童室での貸出・館内閲覧・参考相談等、郷土資料室での貸出
等、郷土研究所、読書の普及活動、各種講習会等の企画等、視聴覚広報
視聴覚室の管理等

青少年教育センター 青少年教育センター係 来所・訪問・電話・メールによる教育相談、学校適応指導教室「あすな
ろ教室」の運営、補導による非行防止、白ポスト・立入調査による環境
浄化等 12名(内嘱託6名)

1名

少 年 科 学 館 児童生徒のための各種科学分野の講座開設及び研究活動の指導奨励、プ
ラネタリウム・天体観測室の運営、下村脩ジュニア科学賞に関すること

 5名(内兼務2名・嘱託2名)

総合教育センター課 総合教育センター内の３施設の連携、施設の運用、社会教育・学社融合
に係る研修、視聴覚ライブラリーの運営に関すること

 8名(内兼務3名・嘱託4名)

文 化 財 課

12名（内嘱託5名）

体育施設の整備・管理及び廃止
社会体育の指導、スポーツイベントの企画・指導、スポーツ推進委員、
体育協会及びスポーツ関係団体等に関すること 9名

副

理

事

地 区 公 民 館 施設の提供・維持管理、講座の開設、関係機関との連絡調整、共催事業
の開催

 74名(内兼務3名・嘱託56名・パート6名)

公 民 館 管 理 係 施設の整備・維持管理、公立公民館及び関係機関との連絡調整、公民館
予算の総括

2名 1名2名

中 央 公 民 館 施設の提供・維持管理、講座の開設、関係機関との連絡調整、共催事業
の開催

 3名(内嘱託3名)

鹿町江迎学校給食センター 鹿町、江迎地区の学校給食に関すること

教

育

長

教

育

次

長

総

合

教

育

セ

ン

タ

ー

長

 1名(内兼務1名)

指 導 係 社会教育の企画立案及び実施、成人教育、社会教育団体の支援、野外活
動教育の支援、社会教育委員の会議、公民館運営審議会、県公連協議
会、公民館職員の指導・研修、市民文化活動の奨励・支援、ユネスコ活
動

社 会 教 育 課

 16名(内兼務1名・嘱託4名)

宇 久 学 校 給 食 セ ン タ ー 宇久地区の学校給食に関すること

 2名(内兼務1名・嘱託1名)

小佐々学校給食センター 小佐々地区の学校給食に関すること

 3名(内嘱託1名)

佐世保市学校給食センター 佐世保市立15校の中学校の学校給食に関すること　

 2名(内嘱託1名)

世知原学校給食センター 世知原地区の学校給食に関すること

 2名(内嘱託1名)

幼 児 教 育 セ ン タ ー 幼児教育・保育に関する調査研究、保育士・教職員の研修事業、子育て
相談、乳幼児の親子の集いの場の提供、講演会・調理実習等による子育
て支援事業、関係機関との連携、情報発信3名（内嘱託1名）

学 校 保 健 課 学校保健、学校環境衛生、学校給食、市学校保健会、学校体育の指導、
日本スポーツ振興センター、安全教育、課内及び学校教育課庶務、地区
の学校給食センター運営管理 12名(内嘱託3名)

 23名(内パート1名)

施 設 係 教育施設の建設及び実施計画・管理・廃止・用地の選定変更、教育施設
の目的外使用

学 校 教 育 課 教職員の服務管理、学校の教育課程の指導、学校図書館、学習効果の評
価、教員の研修・指導、教科用図書の採択、学籍、就学事務、通学区域

21名(内兼務2名・嘱託3名)

 3名(内兼務2名)

新しい学校推進室 学校の適正配置・適正規模の実現、学校と地域の関係構築のためのコン
センサスの獲得、学校施設再編の計画・施策の立案

３．機構及び事務分掌 （平成３１年４月１日現在）　　

庶 務 係 教育委員会の会議、規則等の制定改廃、広報、公印、文書の処理、市費
職員の人事及び給与、奨学金制度、指定統計及び調査、事務局内庶務

総 務 課 経 理 係 予算の編成・配当及び総合調整、学校用品等の調達
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令和元年度　佐世保市教育委員会施策体系

教育方針 努力目標 政　策 施　策 事務事業 主管課

幼児教育の充実 幼児ことばの教室運営事業 学校教育課

特色ある学校づくり対策事業

教職員資質向上事業

基礎学力・学習意欲向上推進事業

障がい児教育推進事業

教育センター事業 教育センター

生徒指導充実事業

豊かな心をはぐくむ実践事業

教育相談活動事業 青少年教育センター

教育行政一般管理事業
総務課
学校教育課

小・中学校施設整備事業

小・中学校施設維持改修事業

小・中学校管理運営事業

小・中学校児童・生徒助成事業

学校給食事業
学校保健課　総務課
各給食センター

学校給食費未納対策事業

学校保健管理事業

子どもの安全対策事業

奨学金充実事業

私立学校助成事業

国際理解・交流能力育成事業

体験学習・環境教育充実事業

学社融合推進事業

家庭教育推進事業

青少年教育事業 社会教育課

青少年非行防止推進事業 青少年教育センター

青少年を心豊かに
育むまちづくりを
実現するための包
括的な施策

成人式典事業 社会教育課

社会教育行政一般管理事業

英語シャワー事業

生涯学習推進事業

生涯学習支援事業

芸術文化提供事業

新しい時代を
生き抜くため
のたくましさ
と豊かな心を
はぐくむとと
もに、郷土佐
世保を愛し、
国家及び国際
社会に貢献す
る市民を育成
する。
そのため、学
校･家庭･地域
社会が一体と
なり学びの社
会の実現をめ
ざし、人とし
ての尊厳及び
責務を重んじ
た教育の推進
に努める。

心豊かな社会
をつくる生涯
学習の推進

生涯学習の
まちづくり

郷土愛をはぐ
くむ自然愛護
と環境教育の
推進

学校教育課

学校教育の
充実

確かな学力の向上
（義務教育）

総務課

確かな学力と
豊かな心を育
成する特色の
ある学校づく
りの推進

望ましい教育
環境の整備・
充実

学校教育課

総務課

学校保健課

学校教育課
確かな学力の向上
（義務教育）

豊かな心を育む
教育の充実
（義務教育）

青少年を育む教育
コミュニティづく
りの推進

高等・専門教育の
充実

青少年の健全育成

安全・安心な教育
環境の確保

学習機会の充実

社会教育課

青少年を心
豊かに育む
まちづくり

社会教育課
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教育方針 努力目標 政　策 施　策 事務事業 主管課

少年科学館事業 少年科学館

図書館運営事業 図書館

公民館管理運営事業

地区公民館活性化事業

地区公民館等建設事業

吉井地区複合施設整備事業 社会教育課・文化財課

総合教育センター事業 総合教育センター

徳育の推進 徳育推進事業 社会教育課

学校における
人権教育の推進

人権教育推進事業 学校教育課

文化財の調査・保護・活用事業

世界遺産保存整備事業

福井洞窟整備・発掘事業

針尾送信所保存整備事業

立神音楽室管理運営事業

文化財展示施設等管理運営事業
文化財課
宇久地区公民館

スポーツ行政一般管理事業

地域スポーツ活動活性化事業

総合型地域スポーツクラブ支援事業

スポーツ少年団事業

スポーツ大会推進事業

小学校体育推進事業

学校体育実技指導研修事業

中学校体育推進事業

ジュニアスポーツ推進事業

体育スポーツ振興補助事業

体育協会運営補助事業

東京2020オリンピック等関係事業

体育施設運営事業

体育施設整備事業

新しい時代を
生き抜くため
のたくましさ
と豊かな心を
はぐくむとと
もに、郷土佐
世保を愛し、
国家及び国際
社会に貢献す
る市民を育成
する。
そのため、学
校･家庭･地域
社会が一体と
なり学びの社
会の実現をめ
ざし、人とし
ての尊厳及び
責務を重んじ
た教育の推進
に努める。

心豊かな社会
をつくる生涯
学習の推進

生涯学習の
まちづくり

健康で活力に
みちた生涯ス
ポーツ活動の
推進

スポーツに
親しめる環
境づくり

人権が尊重
され男女共
同参画が実
現する社会
づくり

人権に関する
啓発・教育の推進

拠点施設による
生涯学習の推進

社会教育課

伝統・文化の
継承及び発展
と国際理解の
推進

文化芸術に
親しめる環
境づくり

文化財課

社会教育課

歴史文化の
保存・活用・継承

明るい社会を
つくる人権教
育の推進

学校体育の推進

スポーツ振興課

人権講座事業

スポーツ振興課

学校保健課

スポーツ施設の
充実

スポーツ機会の
充実

競技スポーツの
振興

スポーツ振興課
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１．令和元年度重点事業
・ 教育行政一般管理事業 ・ 針尾送信所保存整備事業
・ 特色ある学校づくり対策事業 ・ 英語シャワー事業
・ 生徒指導充実事業 ・ 学社融合推進事業
・ 教職員資質向上事業 ・ 家庭教育推進事業
・ 基礎学力・学習意欲向上推進事業 ・ 徳育推進事業
・ 国際理解・交流能力育成事業 ・ 地区公民館管理運営事業
・ 障がい児教育推進事業 ・ 地区公民館活性化事業
・ 教育センター事業 ・ 図書館運営事業
・ 小中学校施設整備事業 ・ 教育相談活動事業
・ 文化財の調査・保護・活用事業 ・ 地区公民館等建設事業
・ 世界遺産保存整備事業 ・ 吉井地区複合施設整備事業
・ 福井洞窟整備・発掘事業 ・ 体育施設整備事業
　 ・ 学校給食事業

２．令和元年度佐世保市一般会計予算（当初）における目的別支出の割合
○一般会計歳出

○教　育　費

２．教　育　財　政

民生費
47,583,851

38.0%

公債費
10,649,543

8.5%

衛生費
20,578,403

16.4%

総務費
11,032,209

8.8%

教育費
11,029,622

8.8%

商工費
7,388,066

5.9%

土木費
6,826,710

5.4%

消防費
4,310,648

3.4%

港湾費
2,700,918

2.2%
農林水産業費
2,400,993

1.9%

社会教育費
2,430,011
22.0%

小学校費
2,085,020
18.9%

保健体育費
1,994,064
18.1% 教育総務費

2,997,598
27.2%

中学校費
1,388,115
12.6%

幼稚園費
134,814
1.2%

教 育 費

11,029,622千円
（100％）

その他 809,923 0.7％

議会費 600,998

労働費 76,925

諸支出金 2,000

災害復旧費 80,000
予備費 50,000

一般会計

当初予算 歳出
125,310,886千円

（100％）
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１．令和元年度重点目標 

(１)幼児教育関係者の資質向上 

幼児教育センターにおける研修機会・研修内容の拡

大・充実、並びに育児相談他子育て支援や研修の充実 

(２)子ども・子育て支援給付に係る教育・保育の一体

的提供 

保護者の就労状況に応じた施設の提供 

 

２．幼児教育 

（１）幼児教育目標 

「あふれる笑顔・かがやく瞳・しなやかな心」 

自然を愛し、人を愛し、自らの力で人生を切り開き、

未来を創りあげる、しなやかな心とたくましい体を

身につけた子どもの育成 

（２）幼稚園及び認定こども園の設置状況 

市内の幼稚園設置状況は、市立 2 園と私立 7 園で

あり、幼保連携型認定こども園は 11 園、幼稚園型認

定こども園は 19 園である。 

（３）市立幼稚園の本年度の研究 

  統一テーマを掲げ、2園が各園の実態に基づき、共

同で研究する。 

◎統一研究テーマ 

「光り 輝き 未来へつなぐ子どもの育成」 

～友達と一緒に心を動かす表現活動を通して～ 

 

３．幼児教育センター 

所在地  佐世保市山祇町 387 番地 

白南風小学校敷地内 電話 31‐0550 

沿革  

社会の急激な変化に伴い子どもを取り巻く環境

が大きく変化し、幼児教育の重要性が大きく叫ばれ

ている。 

平成 10 年 3 月「佐世保市行財政改革基本計画答

申」を受け、「公立幼稚園問題検討委員会」が発足、

平成 13 年 2月「佐世保市公立幼稚園見直し推進計 

画」を策定し幼児教育センター設立の運びとなっ

た。 

平成 14 年 7 月、解体された白南風幼稚園跡地に

建築工事開始、平成 15 年 2月竣工し平成 15 年 4月

に開設された。 

平成 20 年 4 月、佐世保市の機構改革に伴い、子

ども未来部が創設される（補助執行）。 

 

 （１）設立の目的 

本市の乳幼児の健全な育成を目指し、幼児教育の充実推進及び

子育て支援等に資することを目的とする。 

（２）事業内容 

ア 教職員や保育者等の研修 

イ 子育て相談・子育て支援 

ウ 乳幼児教育・保育全般に関する調査研究・情報発信 

（３）施設の内容 

・構造規模 鉄筋コンクリート 2階建 

・延床面積     559．11 ㎡ 

 （１階幼稚園   708．49 ㎡） 

 全体面積   １，267. 60 ㎡ 

＊１階遊戯室は吹き抜けで 2階から園の様子を見ることができる｡ 

（４）平成３０年度利用状況 

研 修 室 1,573 人 子育て相談 1,058 人 

調 理 室 182 人 遊びのコーナー 9,718 人 

教 育 相 談 21 人 合   計 12,552 人 
 

施設名 
部 屋 ・ 

コーナー名 
面積（㎡） 内 容・説 明 

2 階 

 

事 務 室 40.01 受付・事務処理 

所 長 室 21.00 所長事務 

大研修室 81.21 研修会・講演会・会議開催 

（最大収容人数 80 名） 

月曜～金曜日 8：15～17：00 
小研修室 40.50 

図書コーナー 16.45 

幼児教育・絵本・育児書等閲

覧、貸出 

月曜～金曜日 8：15～17：00 

遊 び の 

広 場 
136.61 

遊びの広場（きらきら広場） 

月曜～金曜日 9：00～16：00 

子 育 て 

相 談 室 
21.00 

子育て相談 

月曜～金曜日 8：15～17：00

教育相談(4･8･3 月を除く) 

毎月第 2木曜日 14：00～17：00 

もぐもぐ 

ル ー ム 
21.00 

もぐもぐデー 

(月 1 回親子のランチルームとして提供) 

調 理 室 42.00 
乳幼児向けの調理実習 

月曜～金曜日 8：15～17：00 

授 乳 室 7.99 授乳・おむつ交換 

1 階 せ ん せ い

の へ や 
62.19 事務・研修・保健コーナー 

サ ン サ ン

ル ー ム 
73.93 多目的・ランチルーム 

ゆうぎしつ 160.94 遊びのコーナー・講堂 

ステージ 47.00 ステージ 

にこにこ 42.00 3 歳児保育室 

ひ か り 42.00 4 歳児保育室 

かがやき 43.57 5 歳児保育室 

 

３．幼児教育の充実 

幼
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育
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（５）令和元年度事業内容 

ア 教職員や保育士等の研修 

○ 幼児教育に携わる教職員・保育士等の資質向上に 

より、幼児教育・保育の充実を図る。 

☆佐世保市幼児教育・保育研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 子育て支援 

 ○ 保護者・一般市民向けの研修及び子育て支援・

子育て相談を行う。 

講 座 対 象 内 容 

 

子育て講座 

保護者 

一般市民 

保育士等 

子育て講演会 

赤ちゃんふれあい事業（7 回） 

父親向け 

育児講座 

乳幼児の父親・母親、

これから父親になる

方、一般市民 

参加型育児講座 

親子ふれあい遊び 

父親向けクッキング 

 

食育促進講座 

 

保護者 

一般市民等 

離乳食講座（11 回） 

乳幼児食育アドバイザー

フォローアップ講座 

幼児向け調理講習会（6 回） 

子育て支援ネッ

トワーク事業 

育児サークル子育て

支援グループ 

サークル運営委員会（6 回） 

サークル総会 

親子のつどい 

出前講座（2 回） 

全体講座 

遊びの広場

事業（きらき

ら広場） 

 

一般市民 

親子活動（11 回） 

おひさま教室（4 回） 

図書コーナー 

 

相談事業 

施設職員 

保護者 

教育相談（9 回） 

 

一般市民 子育て相談（随時） 

ボランティア

講座 

きらきら広場

ボランティア 

ボランティア研修会（2 回） 

調査研究・情報発信 

○ 様々な子育て情報、研修内容に関する情報発信を

行う。 

講 座 対 象 内 容 

職員研修講座 

経験年数 

５年以上 

幼児教育研修会Ⅱ【中堅①】 

幼児教育研修会Ⅱ【中堅②・③】 

幼児教育研修会Ⅱ【中堅④】 

幼児教育研修会Ⅲ【中堅フォロー

アップ研修】 

経験年数 

５年未満 

幼児教育研修会Ⅰ【基礎①】 

幼児教育研修会Ⅰ【基礎②】 

特別支援教育講座 

特別支援教育講座【基礎③】 

特別支援担当 

特別支援教育研修会Ⅰ 

特別支援教育研修会Ⅱ 

保幼小連携講座 

 

小学校教諭

保育教諭 

保育士 

幼稚園教諭 

幼稚園教育について学ぶ 

小学校教育について学ぶ 

保育所の保育について学ぶ 

保幼小連携講演会 

保幼小連携協議

会 

推進会議 

施設長会 

担当者会 

放課後児童

施設支援講座 

放課後児童

支援員等 

特別支援教育研修会（2 回） 

資質向上研修会 

実技講座 

調理担当者 調理担当者実技研修会（3回） 

保育教諭 

保育士 

幼稚園教諭 

実技研修会（2回）    ☆ 

職員研修講座 

保育教諭 

保育士 

幼稚園教諭 

教師研修         ☆ 

職員研修① 

職員研修②         ☆ 

子育て支援講座 

保育教諭 

保育士 

幼稚園教諭 

子育て支援について学ぶ（2 回）☆ 

広く市民に発信する子

育てに関する情報発信 

きらきらだより 

屋内、屋外遊び場情報誌（乳幼児版） 

乳幼児施設ガイド 

育児サークル子育て支援グループ一覧  

ホームページ・フェイスブック 

保幼小連携リーフレット「家庭版」 

幼児教育センターの年 

間事業・研修のまとめ 

センターだより 

研修のまとめ 

保幼小連携接続カリキュラム 

赤ちゃんふれあい（いのちを育

む）事業についてのアンケート 

新要録様式についてのアンケート 

16



４．幼児ことばの教室  

所在地 佐世保市保立町 10-1 

     清水小学校舎内  

電 話 25-5695 

 話し言葉に課題のある幼児に対し、その改善及び克服 

を図ることによって、生活面への適応を図り、心身の 

健やかな成長を促す目的で、昭和 62 年 10 月に開設した。 

 ・通級…………週に１回（50 分／回） 

        個別指導（幼児指導と保護者の方への 

カウンセリングも実施） 

 ・教育相談……随時（電話相談ののち来室し相談実施） 

・市子ども発達センターや市内小学校の「きこえと 

ことばの教室」等との連携 

 

５．幼児まどか教室 

 所在地 佐世保市山祇町 387 番地 

     白南風小学校舎内  

電 話 31-7701  

  情緒等に障がい等のある幼児に関する指導及び相談を

行うことにより、障がい等の状況の改善及び克服を図ると

ともに、心身の健やかな成長を目指す目的で、平成 29 年

4月に開設した。 

  ・週 1回通級し、小グループ・個別指導を通して必要な

力が身につけられるようにする。 

・対象は、佐世保市在住の就学前幼児。佐世保市内の乳

幼児教育・保育施設等に在籍しながら通うことができ

る。 

 

 
６．私立幼稚園就園奨励費助成事業 

   私立幼稚園に通園している園児の保護者に対し、 

経済的負担軽減を図るため保育料及び入園料の一部 

として補助金を支給している。 

（単位：人/千円） 

年度 

 

項目 

１３ １４ 

人数 金額 人数 金額 

国庫補助事業 2,460 170,880 2,469 178,328 

市 単独事業 3,012 12,048 2,983 11,932 

年度 

項目 

１５ １６ 

人数 金額 人数 金額 

国庫補助事業 2,541 186,803 2,602 194,818 

市 単独事業 3,052 156,172 3,456 152,554 

年度 

項目 

１７ １８ 

人数 金額 人数 金額 

国庫補助事業 2,784 204,744 2,741 204,744 

市 単独事業 3,606 158,425 3,558 158,425 

年度 

項目 

１９ ２０ 

人数 金額 人数 金額 

国庫補助事業 2,776 213,667 2,767 226,805 

市 単独事業 3,589 158,477 3,480 151,878 

年度 

項目 

２１ ２２ 

人数 金額 人数 金額 

国庫補助事業 2,791 261,541 2,934 300,624 

市 単独事業 3,572 146,324 3,456 149,733 

年度 

項目 

２３ ２４ 

人数 金額 人数 金額 

国庫補助事業 3,017 319,305 2,964 317,016 

市 単独事業 3,473 149,532 3,591 154,420 

年度 

項目 

２５ ２６ 

人数 金額 人数 金額 

国庫補助事業 3,091 352,674 3,161 365,961 

市 単独事業 3,580 155,347 3,612 157,239 

年度 

項目 

２７ ２８ 

人数 金額 人数 金額 

国庫補助事業 910 
133,246

※ 
874 125,735 

年度 

項目 

２９ ３０ 

人数 金額 人数 金額 

国庫補助事業 763 107,882 721 103,058 

※多子世帯保育料軽減事業を含む。 
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１．令和元年度の重点目標 

心豊かな『佐世保っ子』を育むための重点目標 

 子どもたちが、社会の激しい変化に対応しながら生きて

いくためには、学校教育において「確かな学力」「豊かな 

人間性」「健康・体力」の知・徳・体のバランスのとれた 

「生きる力」を身に付けさせる必要がある。そこで、心 

豊かな「佐世保っ子」を育むために、「基礎・基本の定着と

確かな学力の向上」「地域の特性を生かした特色ある学校 

づくりの推進」「豊かな心を育む教育の充実」を重点目標と

して、以下の点から実践を進める。 

（１）地域の特性を生かした特色ある学校づくりの推進 

  学校２学期制の長所を生かし、学校の主体性に 

基づく特色ある学校づくりを展開し、地域・家庭の教育

力を生かした開かれた学校づくりを目指す。 

（２）豊かな心を育む教育の充実 

  生きる喜びを感じ取ることができる「心豊かでたくま

しい子ども」を育成するために、「心の教育（特にいのち

の教育）の充実」「子どもの心の居場所づくりの推進」「コ

ミュニケーション能力の育成」「学校・家庭・関係機関等

の連携・協働」「一徳運動の推進」を図る｡また、相談体

制の充実により、いじめ・不登校等の問題行動への積極

的な対応を充実させる。 

（３）確かな学力の向上 

  習熟度別学習を含めた少人数指導等の充実により、 

一人一人の児童生徒に応じたきめ細かな指導の充実を推

進する。また、学校司書の配置等による読書活動の充実、

教職員の資質の向上を進め、確かな学力の向上を目指す。 

（４）国際化・情報化・ノーマライゼーション社会の実現

等時代の要請への対応 

  国際都市佐世保市にふさわしい国際感覚豊かな児童生

徒の育成のために、国際理解教育を推進するとともに、

高度情報化社会を主体的に生きる児童生徒を育成する｡   

また、特別な支援を必要とする児童生徒への支援など

インクルーシブ教育の充実を図る。 

（５）安全・安心な教育環境の確保 

  学校施設の整備充実を目指すとともに、警察等の関係

機関や地域・家庭と連携して安全・安心な地域環境づく

りを推進する｡また、保健管理・安全教育を推進し、主体

的に健康の保持増進を行う児童生徒の育成を目指す。 

２．教職員の研修・指導 

（１）教職員研修 

一人一人の教員の資質向上及び学校の活性化を図るた

め、文部科学省主催、県教委主催の研修への積極的な受

講、及び市教育センターを中心とした市教委主催の実践

研修講座の開設及び内容の充実を図る。また、学校訪問、

実践研究の指定、各種研究会・研修会への派遣指導、各

学校の校内研修における現職教育の充実等により、更な

る資質向上を図る。 

  

（２）市教育委員会研究指定校 

・授業改善       

大  野 小学校    

猪  調 小学校    

大  野 中学校    

愛  宕 中学校 

３．各学校の研究テーマ 

（１）小学校 

学校名 テ ー マ 及 び サ ブ テ ー マ 

宮 
自分の思いや考えを伝え、高め合う児童の育

成 ～「対話」の力を高める指導の工夫～ 

三川内 
人とのかかわりをとおして、主体的・対話的

に学ぶ児童の育成をめざして 

広田 

自ら進んで考え、まとめ、表現し、主体的に

学びを深め合う児童の育成 

～「かいて対話する」学び合いを中心とした

言語活動の充実を通して～ 

花高 

一人一人の教育的ニーズに応え、個性の伸長

を図る学習活動の充実  

～算数科の学習における基礎基本の定着と言

語活動の工夫を通して～ 

早岐 

自ら学び 思考力・判断力・表現力を高める 

児童の育成  ～「主体的・対話的で深い学

び」の学習実践を通して～ 

江上 

学ぶことの楽しさを味わい、主体的に学ぶ児

童の育成を目指して  ～基礎的な学力を向

上させるための指導方法の工夫～ 

針尾 

他者と建設的に関わりながら主体的に学習に

取り組む児童の育成をめざして  ～規律の

徹底と支持的風土の醸成を土台として～ 

大塔 

根拠を明確にした「発言力」を高める 

～「学び合い」を大切にした算数科の授業づ

くりを通して～ 

黒髪 

「意欲をもち、いきいきと活動する黒髪っ子

の育成をめざして」 ～児童の意欲を高める

授業づくり「外国語活動・外国語科」の研究

～（２年次） 

日宇 

「確かな学力を育む主体的な算数科授業の創

造」  ～学び合い活動を取り入れた わか

る授業を目指して～ 

天神 

「めあて・まとめ・確かめ（評価問題）を貫

いた授業づくり」 ～かく活動と学び合いの

ある算数科学習を通して～ 

港 

互いに認め合い、高め合う子供の育成 

～より良い考えにつながる対話活動の充実を

めざして～ 

福石 

『生き生きと学ぶ児童の育成を通して』 

～基礎基本を重視した表現力を高める手立て

を通して～ 

 

４．義務教育の充実 
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木風 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

た授業改善  ～新学習指導要領に対応した

学習指導の研究～ 

潮見 

「考え、議論する」道徳科の授業づくりを目

指して  ～子どもの問題意識をゆさぶり、

価値にせまるための中心・補助発問の工夫を

通して～ 

白南風 

自分らしく、よりよい生き方を目指して行動

できる子どもの育成 

～主体的・協働的に「考え・議論する道徳科」

の授業を通して～ 

小佐世保 
「わかる・できる」楽しさを味わう算数科授

業  ～学力向上を図る研究を通して～ 

祇園 
主体的に学び、獲得した学びを活用する子ど

もの育成 

山手 
わかった！できた！が聞こえる授業実践 

～45 分完結の授業をめざして～ 

宇久 

自らの思いや考えをもち主体的に学ぶ児童の

育成  ～国語科と宇久・実践等を関連付け

た単元構成を生かした授業づくりを通して～ 

春日 

自ら考え、伝え合うことができる春日っ子の

育成  ～話したくなる学級・対話活動の良

さを生かした授業づくりを通して～ 

清水 

わかる・できる喜びを実感し、主体的に学ぶ

清水っ子の育成  ～数学的な見方・考え方

を深める算数科学習を通して～ 

大久保 

コミュニケーション能力を活かし、「深い学

び」ができる子どもの育成 

～国語科・算数科・理科における学力向上の

ための手立ての研究～ 

金比良 
いきいきと思いを表現できる子どもの育成 

～観点別評価の研究を通して～ 

大野 

新しい時代の中で学び続ける子どもの姿を求

めて  ～「読む力」（Reading Skill）の分

析と、その向上に向けた指導の工夫を通して

～ 

柚木 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業

改善  ～生活科・総合的な学習の時間を中

軸に～ 

世知原 

対話の中で双方向の学び合いができる子ども

の育成  ～主体的に学ぶ力を高める算数科

の授業づくりの工夫を通して～ 

赤崎 

進んで考え、思いや考えを伝え合うことので

きる子どもの育成  ～国語科学習における

対話する場面の設定の工夫を通して～ 

船越 

楽しく、わかる・できる喜びを味わうことが

できる子どもの育成 

～数学的な表現を用いた学習を通して～ 

日野 

子どもの「わかる・できる」を実現する授業

づくり  ～国語授業のユニバーサルデザイ

ン化を通して～ 

 

相浦 

確かな学力の創造 

～国語科・算数科・道徳科の指導過程の充実

を通して～ 

高島分校 

確かな学力と豊かな表現力を育む学習活動

の工夫 

～「書くこと」をもとにした主体的な学び～ 

相浦西 

優しさを育み、他者との関わりの中でよりよ

い生き方を求める子どもの育成 

〜考え議論する道徳授業実践を通して〜 

大崎分校 

主体的に学び合い、自分の思いや考えを生き

生きと伝え合う大崎っ子の育成 

～大崎スタイル（ガイド学習）の確立・充実

を目指して～ 

中里 

粘り強く考え、自分の思いをもって、みんなと

共に課題に取り組む児童の育成  ～確実な習

得から活用・探求という学びの過程の工夫を通

して～ 

皆瀬 

学びへの意欲を高める子どもの育成 

～「学びの約束」の徹底と意欲を持続させる

授業の工夫～ 

吉井南 

生き生きと学び、自分の力を伸ばすことがで

きる南っ子の育成  ～生活科・総合的な学

習の時間の学習における、子どもの思考を促し、

判断力を高める支援の工夫を通して～ 

吉井北 

「外国語に慣れ親しみ、自分の考えや気持ち

を伝え合う児童の育成」  ～「わかる」「で

きる」を実感できる授業づくりを目指して～ 

小佐々 

自ら考え、表現し、互いに学び合う子どもの

育成（２年次）  ～「できた」「わかった」

の笑顔があふれる算数の授業を通して～ 

楠栖 

主体的・対話的で深い学びに向けた学習指導

の改善・充実  ～算数科における「学び合

う子どもたち」の育成～ 

江迎 

主体的・対話的で深い学びができる子どもの

育成  ～説明的な文章を正しく読み取り、

表現するための指導の工夫を通して～ 

猪調 
つなぐ力・つながる力の育成 

～深い学びのある算数科学習を通して～ 

鹿町 

自分の思いや考えを伝え合うことのできる

児童の育成   

～「学び合い」活動を活性化させるための「思

考ツール」の活用を通して～ 

歌浦 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

た授業改善をめざして 

～国語科を中心とした交流（対話）活動を通

して～ 
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（２）中学校  

学校名 テーマ及びサブテーマ 

宮 

「学力向上」にこだわる授業改善の探求 

～特別支援教育の視点を生かしたユニバーサ

ルデザイン化と合理的配慮を取り入れた授業

を目指して～ 

三川内 
学び合い、支え合う生徒の育成  ～特別支援

教育の視点を生かした授業づくり～ 

広田 

小中の連携をいかした「教師集団チーム広田」

の教育実践  ～「言葉の力」「伝える力」を

育む教育活動の実際～ 

早岐 

心豊かで、主体的に考え行動する生徒の育成 

～「特別の教科 道徳科」を基盤とする道徳教

育の充実を通して～ 

東明 

学びの共同体を目指す教育の研究 

～主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善を目指して～ 

日宇 

ひとりひとりが安心して学び合える学校づく

り  ～共感的人間関係の構築を柱とした、認

め合い・助け合う集団の創造～ 

崎辺 

「わかる授業」実現のための学習指導、支援の

方法  ～学び合い学習を活用した言語活動

の充実～ 

福石 
主体的な深い学びを実現する授業づくりと学

力向上 

山澄 

「よりよい社会と幸福な人生の創り手となる

生徒の育成」  ～新学習指導要領を見据えた

授業改善、道徳研究、学力向上研究をとおして

～ 

祇園 

『生徒のための学び』の実現に向けた授業改善 

～生徒一人一人に届くめあての提示と効果的

な振り返りの工夫～ 

清水 

一人一人が輝く集団づくりを基盤とする自己

有用感に満ちた生徒の育成  ～特別支援教

育の視点を意識した授業づくりを通して～ 

光海 
「話す力」の育成  ～自分を語る活動を取り

入れた授業改善を通して～ 

愛宕 
主体的な活動から学力向上を目指す生徒の育

成 ～授業改善の取組をとおして～ 

日野 

生徒の学びの意欲を高める日常授業の工夫と

改善  ～方向性の同一化と指導方法の個別

化～ 

相浦 主体的・対話的な生き方を追求する生徒の育成 

中里 

確かな学力を身につけ主体的に学ぶ生徒の育

成  ～わかる授業、考え議論する道徳の実現

に向けた授業改善～ 

大野 

２１世紀型スキルをもった生徒の育成 

～コミュニケーション能力と読解力を高める

工夫を通して～ 

柚木 

学び合いを通して、生徒が自己の学びを実感で

きる授業づくり  ～つけたい力を確かに身

につけさせる授業を目指して～ 

 

 

 

 

  

 

 

吉井 

基礎学力の向上を目指した授業のユニバーサ

ルデザイン化  ～特別な教育的支援の視点

をもった支援の工夫～ 

世知原 

主体的・対話的に学習に取り組み、確かな学

力を持つ生徒の育成  ～各教科における授

業改善と学習意欲の向上を目指して～ 

宇久 

学んだことを次の学びや生活に生かすことが

できる生徒の育成  ～学びの方法を身につ

ける活動を通して～ 

小佐々 

「めあて」と「まとめ」をつなぐ展開の工夫 

～コミュニティ・スクールの特性を生かした

学びの場を工夫した授業づくり～ 

江迎 

すべての生徒の学びを保障するための授業改

善  ～自ら考え、互いに学び合う授業の実

践をとおして～ 

鹿町 
基礎・基本の定着とめあて・まとめを明確に

した授業の実践 

（３）義務教育学校 

学校名 テーマ及びサブテーマ 

黒島 

義務教育学校の良さを生かした教育課程の工

夫  ～地域に根ざした新教科「ふるさと黒島

学」の実践を通して～ 

浅子 

９年間を見通して、自ら学び、共に学び合う児

童生徒の育成  ～教科等における基礎・基本

の定着及び言語活動の充実を図る指導を通し

て～ 

４．障がいのある児童生徒の教育 

障がいのある児童生徒の教育は、特別支援学校、特別支

援学級のみならず、通常の学級や通級による指導において

も行い、特別支援教育の充実を図っている。各学校では、

校内委員会の設置、特別支援教育コーディネーターの指名、

医療・福祉・他の教育機関等との連携などを進め、どの子

どもにも適切な指導計画のもと、個のニーズに応じた合理

的配慮に基づく教育支援を推進している。また、障がいの

ある児童生徒の学習や学校生活を支援する「特別支援教育

補助指導員派遣事業」も継続し、活用していく。 
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（１）特別支援学級・通級指導教室一覧 

①特別支援学級 小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 学 校 名  学級数 児 童 数 

知的 

宮 小 学 校 

三 川 内 小 学 校 

広 田 小 学 校 

花 高 小 学 校 

早 岐 小 学 校 

江 上 小 学 校 

針 尾 小 学 校 

大 塔 小 学 校 

黒 髪 小 学 校 

日 宇 小 学 校 

天 神 小 学 校 

港 小 学 校 

福 石 小 学 校 

木 風 小 学 校 

潮 見 小 学 校 

白 南 風 小 学 校 

小 佐 世 保 小 学 校 

 

山 手 小 学 校 

春 日 小 学 校 

清 水 小 学 校 

大 久 保 小 学 校 

金 比 良 小 学 校 

大 野 小 学 校 

柚 木 小 学 校 

世 知 原 小 学 校 

赤 崎 小 学 校 

船 越 小 学 校 

日 野 小 学 校 

相 浦 小 学 校 

相 浦 小 学 校 高 島 分 校 

相 浦 西 小 学 校 

中 里 小 学 校 

皆 瀬 小 学 校 

吉 井 南 小 学 校 

吉 井 北 小 学 校 

宇 久 小 学 校 

小 佐 々 小 学 校 

楠 栖 小 学 校 

江 迎 小 学 校 

猪 調 小 学 校 

鹿 町 小 学 校 

歌 浦 小 学 校 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

休 

1 

1 

1 

1 

休 

休 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

休 

1 

1 

1 

1 

1 

休 

1 

休 

1 

1 

1 

    休 

2 

2 

7 

7 

4 

1 

1 

2 

2 

5 

5 

5 

3 

1 

3 

3 

0 

5 

1 

8 

6 

0 

0 

5 

2 

2 

3 

2 

3 

4 

0 

6 

2 

2 

1 

1 

0 

1 

0 

4 

1 

1 

0 

計 36 113 

自閉症 

・情緒 

宮 小 学 校 

三 川 内 小 学 校 

広 田 小 学 校 

花 高 小 学 校 

早 岐 小 学 校 

江 上 小 学 校 

針 尾 小 学 校 

大 塔 小 学 校 

黒 髪 小 学 校 

日 宇 小 学 校 

天 神 小 学 校 

港 小 学 校 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

10 

7 

5 

2 

1 

7 

6 

2 

6 

6 

自閉症 

・情緒 

福 石 小 学 校 

木 風 小 学 校 

潮 見 小 学 校 

白 南 風 小 学 校 

小 佐 世 保 小 学 校 

 

山 手 小 学 校 

春 日 小 学 校 

清 水 小 学 校 

金 比 良 小 学 校 

大 野 小 学 校 

世 知 原 小 学 校 

赤 崎 小 学 校 

船 越 小 学 校 

日 野 小 学 校 

相 浦 小 学 校 

相 浦 西 小 学 校 

中 里 小 学 校 

皆 瀬 小 学 校 

吉 井 南 小 学 校 

吉 井 北 小 学 校 

小 佐 々 小 学 校 

楠 栖 小 学 校 

江 迎 小 学 校 

猪 調 小 学 校 

鹿 町 小 学 校 

歌 浦 小 学 校 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

2 

休 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

5 

2 

1 

2 

   4 

3 

13 

4 

1 

10 

0 

4 

1 

4 

6 

6 

1 

1 

5 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

計 41 142 

肢体 

不自由 

広 田 小 学 校 

江 上 小 学 校 

花 高 小 学 校 

大 塔 小 学 校 

天 神 小 学 校 

福 石 小 学 校 

清 水 小 学 校 

大 野 小 学 校 

吉 井 南 小 学 校 

江 迎 小 学 校 

鹿 町 小 学 校 

休 

休 

1 

休 

休 

1 

1 

休 

1 

1 

1 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

2 

0 

1 

1 

1 

計 6 7 

弱視 

木 風 小 学 校 

中 里 小 学 校 

大 野 小 学 校 

1 

休 

1       

1 

0 

1 

計 2 2 

病弱 

広 田 小 学 校 

花 高 小 学 校 

黒 髪 小 学 校 

木 風 小 学 校 

白 南 風 小 学 校 

清 水 小 学 校 

大 野 小 学 校 

船 越 小 学 校 

日 野 小 学 校 

 1 

1 

休 

1 

1 

1 

1 

1 

   1 

1 

2 

0 

1 

1 

2 

2 

1 

3 
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中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

                        

      義務教育学校 

 

       

 

         

           ②通級指導教室（小・中） 

   

自閉症 

・情緒 

清 水 中 学 校 

光 海 中 学 校 

愛 宕 中 学 校 

日 野 中 学 校 

相 浦 中 学 校 

中 里 中 学 校 

大 野 中 学 校 

柚 木 中 学 校 

吉 井 中 学 校 

世 知 原 中 学 校 

小 佐 々 中 学 校 

江 迎 中 学 校 

鹿 町 中 学 校 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

休 

1 

1 

休 

1 

3 

2 

2 

2 

2 

1 

10 

5 

0 

1 

2 

0 

3 

計  21 49 

難聴 

宮 中 学 校

崎 辺 中 学 校 

吉 井 中 学 校 

鹿 町 中 学 校 

1 

休 

1 

休 

1 

0 

1 

0 

計 2 2 

肢体 

不自由 

福 石 中 学 校 

祇 園 中 学 校 

吉 井 中 学 校 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

計 3 4 

病弱 

日 宇 中 学 校 

山 澄 中 学 校 

愛 宕 中 学 校 

日 野 中 学 校 

相 浦 中 学 校 

江 迎 中 学 校 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

計 6  6 

病弱 

相 浦 小 学 校 

相 浦 西 小 学 校 

猪 調 小 学 校 

江 迎 小 学 校 

1 

1 

1 

休 

2 

1 

1 

0 

計 11 17 

病弱

(院内) 
金 比 良 小 学 校 休 0 

難聴 

宮 小 学 校 

大 塔 小 学 校 

港 小 学 校 

白 南 風 小 学 校 

祇 園 小 学 校 

大 野 小 学 校 

猪 調 小 学 校 

歌 浦 小 学 校 

1 

1 

休 

1 

1 

1 

1 

休 

3 

3 

0 

1 

1 

1 

1 

0 

計 6  10 

種別 学 校 名  学級数 生 徒 数 

知的 

宮 中 学 校 

広 田 中 学 校 

早 岐 中 学 校 

東 明 中 学 校 

日 宇 中 学 校 

崎 辺 中 学 校 

福 石 中 学 校 

山 澄 中 学 校 

 

清 水 中 学 校 

光 海 中 学 校 

愛 宕 中 学 校 

日 野 中 学 校 

相 浦 中 学 校 

中 里 中 学 校 

大 野 中 学 校 

柚 木 中 学 校 

吉 井 中 学 校 

世 知 原 中 学 校 

小 佐 々 中 学 校 

江 迎 中 学 校 

鹿 町 中 学 校 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

休 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

3 

5 

6 

3 

3 

3 

3 

3 

4 

4 

0 

2 

3 

5 

4 

3 

1 

1 

1 

2 

3 

1 

計 21 63 

自閉症 

・情緒 

宮 中 学 校 

三 川 内 中 学 校 

広 田 中 学 校 

早 岐 中 学 校 

東 明 中 学 校 

日 宇 中 学 校 

崎 辺 中 学 校 

福 石 中 学 校 

山 澄 中 学 校 

 

休 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

2 

3 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

種別 学 校 名 教室数 児童生徒数 

自閉症 

・情緒 
浅 子 小 中 学 校 1 1 

種別 学 校 名 教室数 通級児童数 

情緒 

黒 髪 小 学 校 

祇 園 小 学 校 

皆 瀬 小 学 校 

5 

4 

4 

78 

67 

54 

小 学 校 計 13 199 

清 水 中 学 校 

相 浦 中 学 校 

1 

1 

16 

11 

中 学 校 計 2 27 

LD・ 

ADHD 
皆 瀬 小 学 校 1 15 

言語 

清 水 小 学 校 

花 高 小 学 校 

相 浦 小 学 校 

猪 調 小 学 校 

3 

3 

3 

1 

72 

46 

40 

19 

計 10 177 

難聴 清 水 小 学 校 1  3 
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（２）特別支援教育補助指導員派遣事業 

①事業概要 

特別支援学級の児童生徒の安全や教育活動に支障をきた

す際や、通常学級において特別支援教育にかかわり教育的

な配慮が必要と判断されるときに、当該校長からの派遣申

請を受け、佐世保市教育委員会が必要と認めた場合、補助

指導員を派遣している。 

②目的 

補助指導員の派遣により、関係教職員と協力しながら当

該児童生徒の障がいの状態に応じたきめ細かな支援を可能

とし、当該児童生徒の日常生活及び学習活動の円滑化を図

る。また、そのことにより当該児童生徒が自分の力を発揮

し、将来の自立や社会参加につながるようにする。 

③補助指導員の業務 

補助指導員は、当該校長の指示に従い次の業務を行う。 

（ア）児童生徒の身辺処理に関すること。 

（イ）児童生徒の校内外移動の補助に関すること。 

（ウ）児童生徒の健康・安全に関すること。 

（エ）その他、当該校長が必要と認める業務に関すること。 

④令和元年度派遣計画 

 （ア）補助指導員数……50 人 

 （イ）配置校……市立小・中学校 62 校 

 

 

 

５．へき地教育 

（１）へき地校 

種 別 学  校 学級数 児童生徒数 備 考 

2 級地 宇久小学校 ４ ４１ 離島 

2 級地 宇久中学校 ３ ２１ 〃 

3 級地 相浦小学校 

高 島 分 校 
２ ６ 〃 

〃 黒島小中学校 ５ １６ 〃 

（２）分校 

学  校 学級数 児 童 数 備 考 

相浦西小学校 

大 崎 分 校 
４ ３５  

相 浦小学校 

高 島 分 校 
２ ６ 離島 

 

         ６．令和元年度「いのちを見つめる強調月間」 

の実施 
 

① 目 的 

｢心の教育｣の充実が叫ばれる中、「いのち」の重みを心か

ら感じ取り、思いやり深く人とかかわることのできる心豊

かな児童・生徒の育成が肝要である。佐世保市教育委員会

では、平成１７年度から「①心の教育のさらなる充実」、「②

コミュニケーション能力の向上」、「③子どもの居場所づく

り」の３点を柱とし、さらに２８年度からは「学校と家庭、

関係機関との連携・協働」を４つ目の柱に加え心の教育に

取り組んできた結果、子どもの自尊感情向上など、一定の

成果を上げている。引き続き、「いのちを大切にする教育」

の充実を図るため、真摯に取り組んでいく。 

 具体的には、毎年６月を「いのちを見つめる強調月間」

と設定し、学校・家庭・地域が連携して授業参観や子ども

たちとの交流体験活動、「いのちの集会」等による語り合い

の場などを通して、地域の子どもたちを地域の大人が見つ

め、ふれあうことで豊かな心の醸成を目指す。 

 また、６月１日を｢いのちを見つめる日｣と設定し、佐世

保の子どもたちや市民にとって、自他のいのちの尊さ・重

さを感じる日とする｡ 

併せて、学校における道徳教育の重要性を再認識し、道

徳の時間の充実に努めながら、家庭・地域と連携を図った

道徳性の育成・充実を図るとともに、児童生徒の豊かな心

をはぐくむ。 

 

② 実施期間 令和元年６月１日（土）～６月３０日（日） 

 

③ 実施内容・方法 

 ・「いのちを見つめる日」に関する校長講話を実施。 

 ・教育活動を公開する日を１週間設定。 

 ・道徳の授業を全学級で公開。 

 ・全児童・生徒を対象とした「心の状況調査」の実施及

び結果分析。子どもたちの指導、保護者との情報共有・

教育の手立ての共有などへの十分な活用。 

 ・児童生徒理解支援システムの活用促進。 

 ・「ＳＮＳノート・ながさき」を活用した情報モラル向上。 

・「いのちを見つめる講演会」の実施。 

 ・年間を見通した計画的・継続的な「心の教育」の実践。 

 

７．体験学習・環境教育充実事業 

本市児童生徒が佐世保の自然・環境・文化・歴史に対

する関心・意欲を高め、理解を深めるとともに、佐世保

への愛情と誇りを育てる。 

（１）ふるさと環境・自然体験学習 

  市内小学校４年生を対象に九十九島について現地へ

出向き、自然学習、環境学習を実施する。 

（２）ふるさと歴史発見学習 

市内中学校１年生を対象に専門職員の指導のもと、

泉福寺洞窟や針尾送信所など佐世保の史跡や歴史遺産

について体験的な学習を実施する。（コース選択制） 
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８．教育の情報化 

教育用パソコン、学校教育ネットワークの活用 

平成２７年度に佐世保市第２次情報教育推進計画を策

定し、計画に基づき平成２８年度から全小・中学校の校

内ＬＡＮの再整備及び無線ＬＡＮアクセスポイントの設

置事業を４年間の計画で実施している。 

学校教育ネットワークを効果的に活用するとともに研

修等を行うことで、教職員の情報活用能力や指導力の向

上及び校務の情報化を図っている。また、情報機器等の

整備を進め、学校教育ネットワークの保守・運用を行う

ことで教育の情報化を推進している。 

 

① 教職員の情報活用能力の向上及び校務の情報化 

ＩＣＴ支援員の配置及びＩＣＴ機器を活用した授業

改善、情報セキュリティ等の研修を行うことにより、

教職員の情報活用能力、情報モラル等についての指導

力の向上を図る。 

また、スクールネット佐世保、校務支援システム及

びファイルサーバ等を活用し、校務の情報化を進め、

校務の負担軽減を行っている。 

 

② 学校教育ネットワークの保守・運用 

学校教育ネットワークの円滑な運用を推進するた

め、ヘルプデスクの設置（障害対応、電話対応、教職

員へのアドバイス等）、学校教育ネットワークの維

持・管理及びセキュリティの強化を行うとともに、教

育情報の共有化や既存のＷｅｂコンテンツ等の効果

的な活用を図る。 

また、タブレットＰＣ、電子黒板及び教材提示装置

の整備を行っている。      

 

９．外国語指導助手（ALT）・国際理解指導員 

派遣事業 
 

（１）「外国語指導助手（ALT）派遣事業」 

国際的な感覚や英語力の向上を図るために、「JET 

プログラム」による 11 名の ALT と 2 名の市内在住の 

ALT を雇用し、市内の小・中学校に派遣している。 

令和元年度は、中学校の 1学級当たり平均 32 時間程度、

小学校へは平均 4日間の派遣を予定している。 

 

（２）「国際理解指導員派遣事業」 

 国際理解教育の一層の充実及び英語に親しむ環境の 

整備を図るために、小学校に外国語活動の支援として、 

主に 4～6 年生の学級を対象に、英語が堪能な日本人や 

在住外国人を派遣している。 

 令和元年度は、5・6 年生の 1 学級あたり平均 15 時間 

程度の派遣を予定している。 

また、平成 26 年度から日本語指導が必要な児童生徒を

対象にした日本語教育支援を行う指導員を派遣していく。 
 

 
１０．学校司書配置事業 

   平成 22 年度から 5カ年計画で進められた「読書大好

き佐世保っ子プラン 21」に基づいて、小中学校における

読書活動の充実を図り、平成 25 年度までに全小・中学

校への学校司書配置が一巡した。 

平成 27 年度に、「読書大好き佐世保っ子プラン(第二

次)」が策定され、学校における読書活動のさらなる推

進及び充実を受け、令和元年度は、昨年度より３名増の

２３名の学校司書をすべての学校に配置している。 

   

 

１１．小動物飼育充実事業 

   小動物にかかる専門的な知識を持つ獣医師による学校

巡回指導、講習をとおして、小動物の衛生管理・健康管

理・飼育方法等、各学校における小動物の適正飼育に関

する知識・技能の向上を図るとともに、実際に小動物に

触れながら、生態及び適切な飼い方を学ぶことで、子ど

もたちに思いやりや生命尊重の心情を育む。 

   また、学校で飼育に携わる教職員向けの講習会を通し

て、教職員の小動物適正飼育に関する知識の向上を図る。 

 

１２．性教育推進事業 

 近年、性に関する意識や価値観が多様化し、子どもを 

取り巻く家庭や社会環境は大きく変化してきている。そ 

の中で、子どもの心身の発達は、性的成熟と社会的成熟 

にギャップが生じアンバランスとなり、様々な性に関す 

る健康問題が深刻化している状況にある。 

本市における性に関わる問題についても看過できな 

い状況であり、学校保健課としても、保健所・医療機関・ 

関係団体等と連携を図りながら、これまで以上に児童・ 

生徒への性に関する教育を充実していくための事業を 

推進する。 

＜事業の概要＞ 

     小・中学校及び義務教育学校における性に関する教育

の充実のために、以下の取組を進める。 

① 管理職、養護教諭、保健主事、体育・保健体育 

担当教諭及び保護者等を対象として性教育研修会を

開催し、資質の向上を図る。 

② 養護教諭部会等を中心に性教育の実践的指導 

方法の研究を深めるとともに、資料や教材の充実を 

進める。 

③ 「佐世保市学校保健会」等の関係団体、関係機関、

関係各課との連携を深める。 

④ 児童生徒の発達段階に応じた、性に関する正しい知 

  識を身につけさせるとともに、自他の心とからだを大 

  切にし、お互いの人格を尊重する保健指導の充実を図 

   る。 
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１３．学校保健 

（１）佐世保市学校保健研究大会について 

佐世保市学校保健会では、三師会（医師会、歯科医師会、薬剤師会）と学校長、保健主事、養護教諭等の職員と保護者

が地域との連携を深め、児童生徒の健康増進、学校保健活動の充実・発展に努めている。 

毎年１１月頃に開催する「佐世保市学校保健研究大会」は、特別講演とシンポジウムを交互に行っており、約４００名

の参加者を集め、研究を深めている。 

 

（２）子ども期歯科保健研修会 

佐世保市歯科医師会、佐世保市子ども未来部、佐世保市教育委員会が共催し、毎年２月に「子ども期歯科保健研修会」

を開催している。講師を招へいしての講演会や、学校歯科医、保健主事、養護教諭等の実践発表を実施している。 

 

（３）フッ化物洗口事業 

佐世保市では、国の「歯科口腔保健の推進に関する法律」及び長崎県の「長崎県歯・口腔の健康づくり推進条例」の趣

旨に基づき、平成２４年４月１日「佐世保市歯・口腔の健康づくり推進条例」を制定し、その一環として小・中学校及び

義務教育学校でのフッ化物を応用したむし歯の予防対策の推進に取り組んでいる。平成２６年度には全ての小学校で開始

され、中学校及び義務教育学校後期課程においても、平成３０年度末で２５校が開始している。 

 

（４）教職員研修 

中核市移行に伴い、養護教諭及び学校栄養職員の新規採用研修、中堅教諭等資質向上研修、新任保健主事研修を実施し

ている。 

 

（５）平成３０年度児童生徒の体位平均 

ア．身長 （ｃｍ） 

 年令 

項目 
6 7 8 9 10 11 12 13 14 

男

子 

県 115.9 

 

122.1 127.5 132.9 138.3 144.9 152.4 159.7 165.1 

市 115.5 122.3 126.9 133.0 138.0 144.8 151.9 159.5 164.8 

女

子 

県 115.1 121.1 127.0 133.0 139.8 146.6 151.4 154.5 156.3 

市 114.9 121.0 126.8 133.3 139.4 146.8 151.5 154.6 156.3 

イ．体重                                            （ｋｇ） 

 年令 

項目 
6 7 8 9 10 11 12 13 14 

男

子 

県 21.4 24.1 27.0 30.5 33.8 38.7 44.4 49.0 55.0 

市 21.0 24.1 26.5 30.0 33.8 38.6 44.0 49.0 54.3 

女

子 

県 21.0 23.5 26.8 30.0 34.6 39.5 44.4 48.0 51.2 

市 20.8 23.4 26.5 29.9 35.0 40.3 44.9 47.2 50.5 
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平成30年度　佐世保市小・中学校児童生徒の疾病・異常及び諸検査の状況集計

結核
検査

 
完
 

了
 

者
 

処
 

置

 
未
処
置
歯
の
あ
る
者

6 1,130 8 1 1 135 67 4 33 239 9 42 68 175 11 44 1 272 263 21 2 3 1 85 14 29 2 30 17 25 1,130 3 11 1 0 0.03 0.01 0.02

7 1,182 14 3 1 1 116 88 34 41 279 4 2 2 9 3 44 1 367 300 25 4 14 4 87 19 32 2 24 15 0 1,182 2 4 0.12 0.08 0.04

8 1,188 11 1 1 125 125 63 48 361 5 2 51 174 14 61 2 451 285 29 1 27 14 82 7 31 1 13 30 4 1,189 2 4 0.18 0.13 0.05

9 1,203 24 1 108 110 72 82 372 5 5 1 11 3 42 3 452 290 34 8 46 16 111 12 28 3 10 18 0 1,202 4 7 0.29 0.21 0.08

10 1,112 33 1 1 94 125 84 108 411 9 5 58 165 11 44 1 352 220 24 4 33 20 130 10 32 2 6 31 2 1,114 3 8 0.35 0.24 0.11

11 1,145 2 26 1 97 142 115 141 495 2 7 6 16 4 33 1 300 161 32 2 35 18 122 6 40 1 3 26 1 1,145 12 6 2 0.42 0.34 0.08

12 1,126 20 1 1 117 121 56 265 559 5 27 62 114 0 15 230 128 56 5 23 20 54 9 13 2 2 15 45 1,125 23 16 2 0.57 0.39 0.18

13 1,095 18 1 3 1 90 156 89 249 584 3 1 15 218 161 64 1 26 22 17 9 6 2 4 16 7 1,091 35 12 1 0.79 0.53 0.26

14 1,134 8 2 6 115 128 68 323 634 9 49 108 2 17 255 182 45 3 30 34 16 11 10 3 5 8 6 1,130 45 10 2 1.06 0.01 0.68 0.38

計 10,315 2 162 10 15 3 997 1,062 585 1,290 3,934 48 0 90 300 773 48 315 9 2,897 1,990 330 30 237 149 704 0 97 221 18 0 97 176 90 10,308 129 78 8 0 0.42 0.01 0.29 0.13

6 1,164 9 2 3 1 192 81 16 52 341 14 32 92 100 25 51 4 303 238 24 4 3 86 19 25 3 25 23 28 1,164 4 8 1 0.06 0.03 0.03

7 1,161 16 3 172 115 50 60 397 5 2 2 8 3 49 4 361 256 30 1 16 2 82 11 23 0 7 19 0 1,161 2 13 1 0.12 0.09 0.03

8 1,098 11 1 1 175 145 76 79 475 21 3 52 86 10 52 3 382 243 18 0 13 2 76 6 24 2 6 18 2 1,098 2 9 0.19 0.13 0.06

9 1,106 17 1 1 145 156 89 106 496 1 2 0 11 1 38 2 394 211 17 9 20 9 119 7 16 4 4 14 1 1,107 6 7 1 0.33 0.24 0.09

10 1,167 16 1 1 1 128 161 119 177 585 9 8 49 88 11 54 2 316 209 31 5 23 14 127 7 23 1 2 20 0 1,167 8 22 0 0.40 0.30 0.10

11 1,136 1 22 4 2 117 151 137 192 597 1 2 2 21 2 36 2 293 137 31 3 18 17 123 5 20 1 2 20 1 1,135 17 36 1 0.53 0.40 0.13

12 1,045 13 7 2 1 98 143 89 258 588 11 17 40 70 0 9 1 225 139 57 10 21 8 30 7 12 1 16 30 1,038 15 39 2 0.73 0.01 0.48 0.25

13 1,059 6 6 2 1 115 125 66 337 643 0 1 1 1 0 13 232 156 41 4 11 17 27 7 10 1 7 4 1,052 15 32 2 1.02 0.01 0.68 0.34

14 1,090 4 8 2 81 120 61 416 678 11 1 37 81 4 12 276 151 55 3 16 17 21 11 15 1 1 18 3 1,085 13 24 1 1.29 0.90 0.39

計 10,026 1 114 33 14 4 1,223 1,197 703 1,677 4,800 73 0 68 275 466 56 314 18 2,782 1,740 304 35 142 89 691 0 80 168 12 0 49 155 69 10,007 82 190 8 1 0.52 0.02 0.36 0.16
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１４．安全教育 

（１）平成３０年度の学校管理下における事故 

＜医療費請求分＞ 

     ①災害発生の場合（医療費請求分） 

場  合 小 学 校 中 学 校 

体 育 156（22.3） 136（20.6） 

クラブ・部活動 3 ( 0.4） 334（50.7） 

学 校 行 事 29（ 4.1） 37（ 5.6） 

休 み 時 間 75（10.7） 27 ( 4.1)  

昼 休 み 時 間 190（27.1） 55（ 8.4） 

始業前特定時間 37（ 5.3） 8（ 1.2） 

授業終了後特定時間 35（ 5.0） 16（ 2.4） 

掃 除 20（ 2.9）  7（ 1.1） 

教科（図工・理科等） 40（ 5.7） 16 ( 2.4） 

登 下 校 101（14.4） 14（ 2.1） 

そ の 他  15（ 2.1）  9（ 1.4） 

合  計 701（100.0） 659 (100.0） 

 （注）（ ）内は百分率 

②災害発生の場所 

場  所 小 学 校 中 学 校 

 

校

舎

内 

教 室 86（12.3）   33（ 5.0） 

体 育 館 116（16.5）  227（34.4） 

その他の場所  88（12.6） 62（9.4） 

 

校

舎

外 

校庭・運動場 276（39.4） 197(29.9） 

プ ー ル 6（ 0.8）    1（ 0.2） 

その他の場所 4（ 0.6）    0（ 0.0） 

学

校

外 

道 路 106（15.1）   17（ 2.6） 

そ の 他 19（ 2.7） 122（18.5） 

合  計 701（100.0） 659（100.0） 

（注）（ ）内は百分率 

  

 

 

 

 

③災害の種類 

種 類 小 学 校 中 学 校 

骨折・脱臼 191（27.2）   183（27.8） 

捻 挫 135（19.3） 170（25.8） 

挫傷・打撲 180（25.7）   172（26.1） 

挫 創 92 (13.1)    17（ 2.6） 

切創・刺傷 23（ 3.3）    5（ 0.7） 

割創・裂創・

擦 過 傷 
10（ 1.4） 4（ 0.6） 

熱傷・火傷 3（ 0.4) 4（ 0.6） 

歯 牙 破 折 17 ( 2.4) 6（ 0.9） 

そ の 他 の 

け が 
11（ 1.6） 25（ 3.8） 

疾 病 39（ 5.6）   73 (11.1） 

合 計  701（100.0）   659（100.0） 

(注)（ ）内は百分率 

 

 

（２）事故防止のための協力・連携組織 

本市においては、昭和 41 年に「子供を事故から守る

協議会」が結成され、交通事故、水難事故等の防止、

ならびに非行防止のために組織的な活動を推進してい

る。 

組織の構成は交通安全協会、防犯協会、交通安全母

の会、他の関係団体、警察署、学校、ＰＴＡ・育友会、

市教委からなっている。 

総会及び地域別連絡協議会を開催し、地域の実態を

把握している。 

また、登下校時における児童生徒の安全確保につい

ても、安全ボランティアを中心にした組織化を図り、

子ども達の確実な保護・誘導をめざす。   
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１５．人権教育 

（１）学校における人権教育の推進 

地域や児童生徒の実態をふまえ、学校教育目標の中に

人権教育に関する目標を明確に位置付ける。また、個人

の尊厳を重んじ、基本的人権を高め、ともに仲良く学ん

でいこうとする態度や実践力を培い、明るい社会の形成

者となる児童生徒を育成するために、学校教育全般にお

いて、計画的な実践に取り組む。 

  ①身近にある差別的言動の排除 

②少人数指導等個に応じた指導による基礎・基本の定着 

③生活指導・健康指導の徹底 

④個に応じた進路指導の徹底 

⑤言語環境の整備 

 

（２）関係機関との連携 

社会教育課・人権男女共同参画課の施策、更に、市人

権教育研究協議会、ＰＴＡ等との連携、協力による効果

的な人権教育の推進をはかる。 

 

（３）事業計画 

正しい人権教育観の確立と指導力の向上をはかるた

めの取組。 

①研究・研修の推進 

・教職員研修会の開催 

・各種の研修会、講演会等への参加奨励 

②校内研修、研究会の推進 

③市人権教育研究会へ研究費補助 

 

１６．生徒指導 

（１）事業概要 

  相談活動の充実（スクールソーシャルワーカー配置、

教育相談員派遣、心の教室相談員配置）、関係機関との連

絡・協議（いじめ防止対策推進委員会、いじめ等対策連

絡協議会等開催）に努めるとともに、いじめ・不登校な

ど問題行動への対策リーフレットの作成及び児童理解支

援システムの有効活用を図り、児童生徒の問題行動の未

然防止及びその早期発見・早期対応に努める。 

 

（２）事業計画 

①スクールソーシャルワーカー 

市費 4名 配置 

②スクールカウンセラー  39 校配置 

③心の教室相談員  21 校派遣 

④教育相談員  120 回派遣 

⑤いじめ防止リーフレット（保護者用） 年 1回発行 

⑥不登校防止及び対応リーフレット（教師用） 

2 年に 1回発行 

 
１７．学校における食育の推進 

（１）背景・目的 

本市では、児童生徒の朝食欠食率が小学 5 年生男子

2.3％、女子 1.2％、中学 2 年生男子 3.2％、女子 1.6％

と、前年度より増加している。（Ｈ30 全国体力・運動能

力・運動習慣等調査より） 

そこで食育基本法に則り、学校における食の指導や 

農業体験、調理体験などを総合的、計画的に実践する事

業を展開し、児童生徒が食に関する知識と食を選択する

力を習得し、生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな

人間性をはぐくむことをめざす。 

なお、平成 25 年度から毎月食育の日（19 日）に地元

の食材を 1 品以上使用した献立を作成し、地産池消の推

進を行っている。 

 

（２）小学校及び義務教育学校前期課程 

小学校における食育は、学校給食をはじめとして、 

総合的な学習の時間や各教科等において、学校菜園等で 

野菜等を栽培する体験や収穫したものを使った調理体

験、保護者や地域の方々との会食体験等、全教育活動を

とおして、学校と家庭、地域が連携しながら食育を進め

る。 

 

（３）中学校及び義務教育学校後期課程 

小学校と同様に総合的な学習の時間や家庭科、その他

の教科等において、環境問題を踏まえた循環型社会の学

習や栄養学、食の生産、流通、消費を含めた学習をとお

して食に関する理解を深める。また、専門家や地元農家

と連携協力した農業体験や職場体験、収穫した野菜や地

元野菜を使った郷土料理の調理体験などをとおして、食

について、主体的に選択できる能力を育成する。このよ

うに食について正しく理解し実践力を身に付けた生徒を

育成するために、学校と家庭、地域が連携しながら食育

を進める。 

 

（４）栄養教諭・学校栄養職員を対象とした研修会 

  学校における食育を推進するためには、栄養教諭・学

校栄養職員の専門性を十分に活用することが大切であ

る。 

 そこで、栄養教諭・学校栄養職員の研修会の際に食育

の推進を目的とした研修を実施する。 

 また、中核市への移行に伴い、新規採用学校栄養職員

研修及び学校給食栄養管理者中堅教諭等資質向上研修を

実施する。 
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１８．学校給食 

（１）実施状況（令和元年 5月 1日現在） 

 
 完全給食 

計 小学校 中学校 義務教育

学校 

センター 

学 校 数 44  24 2  70 

児 童 生 徒 数 13,615 6,166 52  19,833 

栄 養 教 諭 11  4 1  16 

学校栄養職員  8 0   8 

調 理 士 25（17）    0（1） (2) 3  28（20） 

※調理士（ ）は嘱託 

平成２５年９月より、佐世保市立の全ての小中学校に

おいて完全給食を実施することとなった。その給食内容

は文部科学省の栄養基準に基づいて実施している。 

食材の品質管理と調達の利便性や経済性等を考慮し

て市内を４ブロックに分けブロック別に献立を実施し

ている。また、佐世保市学校給食センター受配校（中学

校１５校・広田小６年生）に関しては、２ブロックに分

けて実施している。 

主食に関しては、すべてのブロック、米飯を週３回、

パンを２回実施している。                           

 
 

（２）献立の作成 

市教委管理栄養士と栄養教諭･学校栄養職員が献立案

を作成し、献立会議で検討している。 

調理室へは、献立表と作業工程表を市教委から送付

し、衛生的にかつ安全に調理できるよう配慮している。 

○献立会議メンバー構成 

【学校給食献立会議】 

区  分 人員 選   出 

校   長  2 人 校長会代表 

教 諭 3 人 各ブロックから 1名 

栄 養 教 諭 
学校栄養職員 

9 人 
栄養教諭･栄養職員配置校 19 校か
ら代表 9人 

調 理 士 6 人 各ブロックから 2名 

佐 世 保 市 

学校給食会 
2 人 理事長、物資係 

市 教 委 2 人 課長、管理栄養士 

保 護 者 9 人 各ブロックから 3名（モニター員） 

 【鹿町江迎学校給食センター献立会議】 

 

【佐世保市学校給食センター献立会議】 

 

（３）給食物資の購入 

パン、米、牛乳については、公益財団法人長崎県学

校給食会から、副食物資については、公益財団法人佐

世保市学校給食会をとおして安定的に安価で一括購入

している。（佐世保市学校給食センターの米は、公益財

団法人佐世保市学校給食会から購入）また、鹿町江迎

学校給食センターの副食物資及び米については、一般

社団法人鹿町江迎学校給食会をとおして購入してい

る。 

 

（４）公益財団法人佐世保市学校給食会 

①沿革 

佐世保市立学校の学校給食の円滑な実施、運営及び

その発展に寄与することを目的に昭和３１年１１月に

佐世保市給食物資共同購入委員会として発足し、昭和

３６年４月に法人組織に改編した。平成２４年１０月

から公益財団法人へ移行し現在に至っている。 

佐世保市への編入合併により、平成１８年４月から

宇久町へ、平成２０年４月から世知原町・吉井町・小

佐々町への給食物資の配送が始まった。 

区  分 人員 選   出 

校 長 2 人 鹿町地区 1名・江迎地区 1名 

教 諭 4 人 
各学校(6 校)のうち上記校長出席校以
外の 4校 

栄 養 教 諭 
学校栄養職員 

1 人 給食センター配属 

鹿町江迎学
校 給 食 会 

1 人 事務長 

市 教 委 2 人 センター所長、管理栄養士 

保 護 者 6 人 各学校（6校）から 1名（モニター員） 

区  分 人員 選   出 

校   長  4 人 校長会代表(各ブロックから２人) 

教 諭 4 人 各ブロックから 2名 

栄 養 教 諭 

学校栄養職員 
3 人 給食センター配属 

調理関係者 1 人 調理委託業者から１人 

佐 世 保 市  
学校給食会 

2 人 理事長、物資係 

市 教 委 3 人 課長、センター所長、管理栄養士 

保 護 者 4 人 各ブロックから 2名（モニター員） 
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また、平成２５年９月の佐世保市学校給食センター

運用開始により、同センターへの給食物資配送を行っ

ている。 

 

②事業 

 (1)学校給食に要する物資（パン・ミルク給食用牛乳を

除く）の調達及び配給に関する事業。 

 (2)学校給食の食育の推進に関する事業 

 (3)学校給食用物資の安全確保及び衛生管理に関する

事業 

  (4)その他、公益目的を達成するために必要な事業 

 

③運営 

 ア.予算  令和元年度予算   24,187,000 円 

       市補助金      23,967,000 円 

       諸収入等         220,000 円 

 イ.市貸付金(運転資金)     27,000,000 円 

 ウ.物資取扱高(平成 30 年度)   559,961,966 円 

 エ.学校給食物資の契約方法 

  「入札」 

   品目、規格、予定数量等を提示して、予定価格の制 

限の範囲内において最低の価格を入札したものと契約 

する。 

  「見積もり合わせ」 

   品目、規格、予定数量等を提示して、見積書及び見

本品を提出させ、品質、価格を検討して、決定したも

のと契約する。 

「協定」 

  物資の価格に係る資料やその他の条件を考慮のう

え、品質、価格を検討し、登録指定業者の意見を聞い

て、物資を決定し契約する。 

 

④組織 

学校給食会 

       

   評議員会(6 名)    

   市教委教育長 1    

   学識経験者  2    

   市立中学校長 1    

   保護者    2    

       

 監事(2 名)  理事会(6 名)    

 市立小学校長  学識経験者  3    

 学識経験者  学校保健課長  1  専門委員会  

   保護者     2  納入業者選定委員会  

     物資審査委員会  

   事務局(4 名)  青果物価格協定委員会  

       

 

 

 ⑤指定業者数 

業  種 小学校給食 中学校給食 実 数 

冷凍・貯蔵(乾物油脂等) 7 8 9 

醤油味噌 2 3 3 

鶏卵 1 1 1 

精肉 12 9 12 

蒲鉾・天ぷら 2 3 3 

製麺 2   2 

豆腐 2 1 2 

蒟蒻 3 3 3 

もやし 1 1 1 

青果物 1 1 1 

精米  1 1 

計 33 31 38 
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５．高等・専門教育の充実 

１．令和元年度重点目標 

   ・ 奨学金制度の活用による就学環境の整備 

・ 私立学校の施設及び設備の改善に要する経費の補助 

 

２．奨学制度私学助成 

 （１）奨学資金（貸付及び給付） 

教育の機会均等と有為な人材の育成をはかるため、奨学金の貸付・給付を行っている。その種類・概要は、次表のと

おりである。  

【貸 付】    

種類 対 象 実施年月日 貸付額（月額） 貸付期間 返還方法 

就学一時金 
４年生大学・短期大学・ 

修業年限２年以上の専修学校 

昭 45. 4. 1 

 

一時金 

350,000 円 

新 入 学 時

のみ 

１年据置、月賦・半年賦・年

賦により１０年以内 

木村奨学金 
高校・高専等 

（ただし、黒島町・高島町出身者） 
昭 59. 4. 1 20,000 円 

正規の 

修業年限 

半年据置、月賦・半年賦・年

賦により１０年以内 

勇寿奨学金 高校・高専等 

（高校） 

昭 47. 4. 1 

（高専） 

昭 34. 4.1 

12,000 円 

（ただし、私立学校は

20,000 円） 

上に同じ 上に同じ 

辻奨学金 上に同じ 平元. 4. 1 上に同じ 上に同じ 上に同じ 

一般奨学金 
高校・高専及び大学・短大・ 

修業年限２年以上の専修学校 

(高校・高専) 

昭 59. 4. 1 

(大学等) 

平 17. 4. 1 

12,000 円 

（ただし、私立学校

は 20,000 円） 

上に同じ 

半年据置、月賦・半年賦・年

賦により高校は１０年以内、

大学等は１６年以内 

金子奨学金 

高校・高専及び大学・短大・修業年

限２年以上の専修学校（ただし、世

知原町の編入日前に世知原町の区

域内に住所を有し、貸付時現在も同

区域内に住所を有しているもの） 

平 17. 4. 1 上に同じ 上に同じ 上に同じ 

帖佐奨学金 
大学・短大・修業年限２年以上の 

専修学校 
平 13. 4. 1 20,000 円 上に同じ 

半年据置、月賦・半年賦・年

賦等により１６年以内 

恭暢奨学金 
高校・高専及び大学・短大・ 

修業年限２年以上の専修学校 
平 24.4.1 

12,000 円 

（ただし、私立学校・

大学等は 20,000 円） 

上に同じ 

半年据置、月賦・半年賦・年

賦により高校は１０年以内、

大学等は１６年以内 

湶学育英 

奨学金 

高校・高専及び大学・短大・ 

修業年限２年以上の専修学校 

平 25.4.1 

 
上に同じ 上に同じ 

半年据置、月賦・半年賦・年

賦により高校は１０年以内、

大学等は１６年以内 

【給 付】  

種類 対 象 実施年月日 貸付額（月額） 貸付期間 返還方法 

古閑奨学金 
高校・高専 

（平成１0 年度より募集休止） 
昭 60. 4. 1 9,000 円 

1 年生から

3 年間 
返還不要 
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（２）私立学校助成 

   

  私立学校の助成に関する条例（昭和３０年４月 1 日条例第 13 号）により、佐世保市に学校を設置する学校法人に対し

て、施設及び設備の改善、災害のため不測の損害を蒙ったとき予算の範囲内で補助金を交付している。 

 

 私立学校助成金予算額                                 （単位：千円）   

年度 

項目 
平成 21 ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 令和元 

助成金 3,981 3,850 3,852 3,803 3,823 3,934 3,922 3,726 3,540 3,579 3,507 
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